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中支建設資料整備委員会とその周辺

「支那事変」期日本の対中国調査活動をめぐる習作

金　丸　裕　一

ぼくたちが幸福でいられるために必要なものは，ひとつとして欠いていません 。

それでいて，ちっとも幸福になれずにいます。それには，なにかが欠けている

に違いありません。考えてみますに，ぼくたちの手からなくなったものといえ
ば， この十年か十二年のあいだ，ぼくたちの手で焼きつづけてきた書物だけで

す。 そこで，考えました。この不満を補ってくれるのは書物ではないかと 。

　　　　　　　　（レイ ・ブラッドベリ著 ・宇野利泰訳『華氏４５１度』より）

第１章　序論　　戦火のなかの書籍群

　Ｉ　東亜同文書院図書館の焼失

　昭和１２（１９３７）年１１月３日夜，第二次上海事変勃発直後の同年８月１５日以来，中国軍によつて

管理されていた上海 ・徐家匿の東亜同文書院に，ついに戦火が及んだ。１１月９日午後１時を過き

る頃には，体育館と職員住宅２棟を残して大半の施設が焼け落ち，書院が誇る物産館 ・図書館も
　　　　　　　　ユ）
全焼してしまった。当時避難して長崎に在った院長の大内暢三は，１１月２７日 ，日本図書館協会に

対して，次の要請を行なっている 。

　　　　・陳者弊院上海に創設せられてより玄亥に三十有七年幾多靖亜の人材を養成し以て国運の扶

　　翼に遭進致居侯処不幸此度暴戻支那兵の放火により校舎全部烏有に帰し図書館の如きも亦一

　　片の灰嬢と化し侯然る処図書館は学府の心臓とも称すべく学究活動の源泉に侯へば之カ液興

　　は一日も遷延を許さ “るもの有之弊院目下鋭意復興に専念罷在侯就而弊院の衷情御諒察被下

　　多年貴重なる文献の出版によりて内外学界に貢献せらる ・所甚大なる貴会御発行の図書乃至
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
　　刊行物にて余部有之侯は “御恵贈賜り度此の段奉懇願侯

　これに対して，「吾々図書館人は，何故事前に是等のことに関し，適当の措置を講じなかった

かと今更乍ら残念に思う次第である。例へば特別な保護方を軍部に依頼するとか，或は国際的な

団体を動かして支那軍に申込むとか等々」といったｒ事前の工作」を軽んじた事に関する批判も
　　　　　３）
見られたが，日本図書館協会は「会員諸賢の御協力を切望する」，として書籍蒐集には協力する
　　　　　　　４）
姿勢を打ち出した。より積極的な支援を表明したのは，「満洲国」の図書館関係者である 。

　　　　同院図書館の蔵書は，世問周知の如く ，創立以来の久しき歳月に亙る，各年度学生銘々

　　の支那奥地視察旅行報告の大集成を筆頭として，東亜研究に欠くべからさる ，内外の典籍資

　　料を蒐積せる，無尽蔵の知識の宝庫なりしもの，…… 上海の場合が痛憤に堪えざるは，その

　　典籍こそは，主として支那文化の為にするものであったと云ふことである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４１）
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　かかる状況認識の下，「吾等は，同院長名による，図書館再興の為に助力を乞うの呼ぴかけに

応じ，この国策の犠牲を黙視するに忍びず，敢へて同じ外地より銃後の責務に奮起しようとする

ものである」との決意を示し，ｒ全満渥友同窓会及び在満各地有志図書館は，汎く四方の君子の

侠骨に訴へ，同院復興の資となるべき図書あらば，只の　冊でも寄贈を乞ひ，　　 これを纏めて ，

汎く日満同胞の名に於て，遠く江南の空に支援の手を差延べたいと思う」と提起した。そして ，

満鉄口合爾濱図書館，同奉天図書館，同大連図書館が寄贈の取りまとめ役となり ，広範な運動を展
　　　　　　　　　　　５）
開していったのであ った 。

　皿　「暴支膚懲」と図書館人

　周知の通り ，華北の局地衝突たる「北支事変」が所謂「支那事変」に拡大化した原因とその遂

行目的を，政府側は「…… 支那側カ帝国ヲ軽侮シ不法暴虐至ラサルナク全支二亙ル我カ居住民ノ

生命財産危殆二陥ルニ及ンテハ，帝国トシテハ最早隠忍其ノ限度二達シ，支那軍ノ暴戻ヲ鷹懲シ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
以テ南尺政府ノ反省ヲ促ス為今ヤ断乎タル措置ヲトルノ已ムナキニ至レリ」，と表明していた 。

同文書院は「被害者」であり ，その加害者が「暴戻なる支那兵」と論断する枠組みにおいて，先

の図書館界一般の時局認識は，自己規制が作用した「提灯報道」の可能性もあるが，政府声明の

それと全く軌を一にするものであったといえよう 。

　しかしながら，戦時において焚書を進め文化を破壊したのは，日中戦争の期問を通じて，当然

「暴戻なる支那兵」だけではなかった。早くは昭和７（１９３２）年２月４日からの第一次上海事変

における開北総攻撃の際，中国軍の陣地が置かれ，かつ文化抗日の拠点という事由から商務印書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
館が攻撃対象に設定され，附属東方図書館の果多しい蔵書が灰塵と化した。また，昭和１２（１９３７）

年７月７日の日中開戦直後，同月２８日早朝からの天津攻撃の過程で，日本軍が爆撃で南開大学図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
書館を破壊し，さらに灯油で蔵書に火をつけ放った事実も ，まさに「国民精神総動員実施要綱」

体制の中に組み込まれつつあった図書館人にとっては，直視すべき対象の堵外に追いやられてい

たのかもしれない 。

　第二次上海事変以降主戦場となった上海から南只を結ぶ江南地帯は，教育機関 ・研究機関 ・政

府機関などが集積した，学術的にも当時の中国では最先進の地域である。所謂新式の「読書人」

をめくる状況に関して概観すれば，「文物之邦」と称されていただけに教育事業の進展は迅速で

あり ，江蘇省全体で高等教育を受けた経験のある人材が７ ，１２２人，人口比では１００万人当たり２０９

人が大学卒業であったという 。師範教育を受けた人材も３ ，６５１人を数え，ともに全国で第一位と

報告される。また，中学は約２００校で生徒数４１ ，Ｏ００人余り ，高小が９００校以上で生徒概数２１０ ．０００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
人と ，いずれも中国内で高位の水準にあった 。

　図書資源の状況に関しては，取り敢えず開戦直前に上海市内各図書館を視察した問宮不二雄の
　　１０）

報告書などに譲りたい。しかし彼がその時点で指摘した重要な論点，すなわち

　　　　（商務印書館）東方圏テワ既二同館ノ復興一着手シ全世界ノ同業者二対シ
‘‘

Ｔｈｅ　 Ｏ１１ｅｎｔａ１

　　Ｌ１ｂｒａｒｙ　Ａ　Ｒｅｃａｐ１ｔｕ１ａｔ１ｏｎ，Ｄｅｃｅｍｂｅｒ，１９３５” ノ如キモノオ配附サレ，又萎開明氏ノ如キワ

　　Ｌ１ｂｒａｒｙ　Ｊｏｕｍａ１誌上二於テ世界ノ関係者二向 ソテ東方圃ノ復興オ要望シタノテ我国二取ソ

　　テワ余リ難有カラザル印象オ世界ノ圃人二與エタモノト思ウ。此処二於テ我国モ東方圏ノ復
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
　　興 一当 ソテワ大二積極的二協同シテ過去二犯シタ誤オ取返ス必要カアルノテワアルマイカ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４２）
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といった「反省論」は，戦闘開始とともに硝煙の中に霞んだ感がある。上海陥落前夜の調査報告

によれは，高等教育機関では同済 ・蟹南 ・大同 ・渥江 ・音楽専科 ・上海商学院 ・上海法学院 ・正

風文学院 ・同徳医学院 ・持志 ・復旦 ・商船 ・東南医学院 ・市立体育専科の各校が，焼失や占領状

態に置かれ，また社会教育機関たる市博物館 ・市図書館は全壊，他にも市体育館 ・商務印書館 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
航空協会 ・新中国建設学会 ・工程師学会 ・徳比奥同学会などの被災が確認されている 。

　そして，このような「焚書」に近い現実に対しても ，やがて次に紹介するような大義名分が用

意されていくことは，特筆すべきであろう 。

　　　 ・・抗日新聞ハ日本軍ガ文化機関ヲ破壊シタト云 ツテ大イニ逆宣伝ヲシテヰル。シカシ事実

　　ハ全ク反対デアル。比較的二広壮ナ大学，公共機関，寺院等ノ建物ハ殆ンド支那軍ノ兵営ヤ

　　トーチカ陣トシテ利用サレタノデアル。サゥシテ上海近郊ノ最モ熾烈ナル戦闘ノ中心トナ ッ

　　タモノデ，抗日焦土戦ノ悲運ハ彼等ノ自業自得ト云フヨリ外ハナイ 。日本軍当局ハムシロ ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
　　出来得ル限リ文化施設ノ防衛ト保護二苦心努カシテ来タコトハ幾多ノ事実ガ証明シテヰル 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
　戦時下において鄭振鐸が体験した，度重なる公私の「蔵書焼失」をここで持ち出すまでもない

と思う 。例えば上海自然科学研究所図書館から華中鉄道図書館に転じた司書 ・調査係の森清にお

いてすら ，「…… 占拠した日本兵の手で（図書を一引用者）薪炭代りに暖炉に投込んだり ，和本は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
チリ紙代用にされた」ことくらいは見聞きしていたにもかかわらず，全く一方的で自己本位な

「事実認定」を，時代が要請していたのであ った 。

　皿　研究史をめくって

　さて，時代風潮の描写はこのあたりで一段落させて，次にごく簡単にこの分野をめぐるこれま

での研究史について整理してみよう 。上述の如き断片的な事例にも示される史実を主要な原因に ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
更に戦後における当事者たちの反省不足とも評された生き方を副次的な動機として，かかる問題

に対する学問的な検討は，日本図書館史 ・図書館学を専攻する人々の問から開始されたと看取さ

れる。無論，昭和４７（１９７２）年の日中国交正常化前後から本格的に繰り広げられた「略奪図書 ・

　　　　　　　　　　　　！７）
文化財の返還」をめぐる運動なども近因として存在してはいたが，本格的な実証研究は，管見の
　　　　　　　　　　１８）　　　　　　１９）
限りにおいて，岡村敬二 ・東條文規なとの図書館史研究者，また会計学専攻であるにも拘らず ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
大阪経済大学図書館館長在任時から，戦争と図書の問題に関する労作を発表し続けた松本剛の登
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
場を待たなければならなかったのであった 。

　歴史学研究者側からの接近としては，鈴木良による「戦争と文化財概念の誕生」をめぐる独創
　　　２２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）

的な研究，さらに近年の神戸輝夫による析江省における調査報告が存在しているが，日本の学界

全体としての蓄積は，必ずしも十分であるとは評価できない 。

　こうした状況は，中国においてもほぼ同様であると思量される 。すなわち，農偉雄 ・関健文に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
『中国図書館協会会報』を駆使した概観的 ・総論的な研究があり ，また趨健民にも抗日戦争期の
　　　　　　　　　　　　２５）
図書略奪をめぐる二つの文章があるが，特に後者は前掲の松本剛 ・岡村敬二による労作をトレー
　　　　　　　　　　　２６）
スした域から脱していない。したがって台湾の王幸均による賠償委員会棺案を多用した実証的力
２７）

作以降，歴史学からの本格的な研究は未だに登場していないと見傲されるのである 。

（６４３）
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　ｖ　本稿の課題

　加えて，やや大雑把な総括かも知れないが，従来の研究は多くその問題意識を，戦時日本によ

る図書を含む文化財の破壊と掠奪の側面に集中させていた感がある。この共通した課題設定は ，

人的 ・物的被害に加えて文化的被害をも「戦闘行為」と「戦争責任」の研究領域に算入せんとす

る試みとして，非常に重要であろう 。しかし日本側は，こと書籍に関してみた場合，戦場におい

て幾多の書籍を焼失せしめ，さらに古典籍 ・貴重本を日本本土へと持ち帰らんとした行為に加え

て， 後述する通り ，「接収」乃至「保全」した大部の民国期刊行書籍群を，占領地経営あるいは

日本主導下による俺偲政権を通じた安定的支配のための資料や材料として，積極的に活用しよう

と意図 ・活動していたのでもあった。これはすなわち，ｒ調査活動」にきわめて近似している 。

　よって本習作おいては，まず対象範囲を上海から南足に至る江南地方に限定して，ｒ戦争」で

はなくて「事変」と認識されていた時期における，書籍保護と銘打った「接収」の経緯を概観す

る。 ついでこれら書籍群が具体的にどのように用いられて行ったのかを，具体例を通じて初歩的

に分析 ・考察してみたい。古典籍 ・貴重本 ・文化財全般の「略奪」状況については，専らこれを

先行研究に委ねようと思う 。

　もとより筆者の専門領域を，大きく逸脱した作業である。思うに，一見無言の書籍たちは，実

はきわめて雄弁だ。注意深くそのｒ声」に耳をかたむければ，日本による中国ｒ占領地」支配政

策の一端を，これまでとは異なった角度から照射するてがかりを得ることが可能であるかも知れ

ない。以下，日中戦下書籍群の命運を辿る作業を叙述の中心に据え，戦時日本による対中国調査

活動の在り方についても若干論及したい。この単調なる作業が，小論における唯一の課題である 。

第２章　中支建設資料整備委員会の成立過程

　Ｉ　戦局拡大と書籍 ・図書館人

　「北支事変」から「支那事変」へと拡大した昭和１２（１９３７）年の戦局は，年末までにはほぼ決

した感がある。天津 ・北平 ・張家口 ・大同 ・保定 ・石家荘 ・綬遠 ・包頭 ・太原 ・済南といった華

北・ 「蒙彊」の要地は，悉く日本軍の占領下に置かれた 。

　一方，第二次上海事変（八一三事変）以降，中国軍は上海派遣軍に対して激しい抗戦を展開し

て， 国際都市上海をとりまく戦線は膠着状態が続いていた。参謀本部は遂に主力軍をこの方面に

集中させる方針を決定し，１０月５日の第十軍による「日軍百万杭州湾上陸」作戦，さらに第十六

師団も白弗江上陸を開始し，これを分岐点として中国軍は上海周辺から撤退し始めた。１１月７日

に上海派遣軍と第十軍は中支那方面軍に編成され，その直後の１２日に遂に上海華界が陥落，更に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８）
１９日までには蘇州 ・嘉興も日本軍によって占領された。ｒ中支那方面軍ノ作戦地域ハ概ネ蘇州嘉
　　　　　　　　　２９）
興ヲ連ヌル線以東トス」とした参謀総長 ・閑院宮載仁親王の指示は，早くも達成されたのである 。

　しかし，現地軍はその後も「制限線」を突破していた。すなわち，無錫 ・武進 ・江陰 ・宜興 ・

湖州などの江南の都市は何れも日本軍によっ て占領され，これを追認するかたちで１２月１日 ，参
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）
謀本部より「中支那方面軍司令官ハ海軍ト協同シテ敵国首都南足ヲ攻略スヘシ」との命令が下り ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１）
同時に「揚子江左岸ノ要地二一部ノ作戦ヲ実施スルコトヲ得」るという指示を受ける。ここに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４４）
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「南京への道」は最終曲面を迎え，同月１３日に中華民国の首都 ・南兄が陥落した。犬養健は，当

時の「戦勝」ムードを，次のようにメモしている 。

　　　 ・国民ハ祝賀ノ提灯行列。「敵ノ都ガ落チレバ勝利」ト ，素人ガ思ウノハ無理モナイ 。玄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２）
　　人ノ軍人デスラ，ソウ思 ツタクライデアル 。

　こうした「余裕」と終戦への「期待」を背景に，中国に対する非軍事的な行動，否「文化的」

とも見て取れる行動が，各界で具体化するようになったのではなかろうか 。

　図書館界におけるその一つは，小論の冒頭で紹介した「東亜同文書院図書館」再建運動であっ

た。ｒ皇軍慰問図書雑誌」募集なども ，同時期に進められている。一司書による次の主張は，極

めて象徴的であろう 。

　　　　今や，南只は，陥落の前奏曲を奏してゐるが戦ひはこれで終つたとすることは出来ない 。

　　　 ・・従つて図書に限らず，支那三千年来の名勝古蹟は，なほ各所に存在するのである。これ

　　らを戦禍に委ねて灰嬢に帰せしむるか，手段を講じて破壊を免れしむるかは，文化の保護者

　　たる者の大いに責任を痛感すべきことであると思ふ。少くも各所の貴重文献だけでも調査し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３）
　　て，事前の工作を施すことは，吾々図書館人の責任であるやうに考へられる 。

　いわば草の根次元における上記の認識は ，「…… 我国が担当せねばならぬ大陸の経営には異常

な努力を要する」ゆえに，「武力戦と共に既に其端緒に就ける経済工作乃至文化工作に於」いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４）も， 「武力戦の赫々たる功績に匹敵すべき光輝ある業績が挙げられねばならぬ」，という日本図書

館協会理事長 ・松本喜一による公式発言に比しても ，より深刻である。日本が中国「文化の保護

者」たるべしという思いこみや幻想が，はや南京陥落前夜に着実に蔓延していたのであった 。

　皿　もうひとつの「南界への道」

　初期の戦局の日本側に有利な展開と，図書館人が持ついわば「愛書癖」といった職責 ・本能の

後押しを受けて，昭和１２（１９３７）年１２月初旬，陥落まもない江南地域において，早くも「文化の

保護」活動が開始された。占領地区図書文献接収委員会が成立したのである 。

　この組織は，「江南一帯に於ける戦況は文字通り屍山血河の激戦で，戦禍亦激甚を極め，各官

衙及文化諸機関は多く支那軍の拠る所となったため，文化財の潰乱は想像以上」という現況の中

で「文化保存の崇高なる使命を達成」すべく ，上海派遣軍特務部が，満鉄上海事務所 ・東亜同文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５）
書院 ・上海自然科学研究所と協議のうえに設置したものであった。今日に至るまで数多く語り継

がれる，戦利品獲得など「南京への道」における日本軍による野蛮な行為を考えると ，この１ヵ

月の空白，さらに委員会設置の絶妙な時機などは，さらに検討すべき課題として残されるだろう 。

ともあれここで，１５名の幹事 ・委員が選任され，各方面隊の協力を得ながら接収箇所の調査を開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６）
始した。その行程は，次のように報告されている 。

　昭和１２（１９３７）年１２月１１日より翌年１月初旬までは上海。占領から１ヵ 月も経過しない上海は ，

「砲火空爆により建物は甚しく損傷し，所蔵図書文献類は土砂に埋もり人馬に躁欄せられ，或は

風雨に曝され其の状況は全く言語に絶する惨状を呈して居た」が，接収員は市中心区（現在の五

角場周辺）南市 ・真茄 ・呉漱を捜索した。そして，渥江大学 ・大夏大学 ・蟹南大学 ・上海市政府
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７）
図書館 ・民衆教育館 ・大同大学 ・世界書局倉庫などで約６万冊を「拾ひ集めた」。

　ついで，３台の自動車に分乗した梅田潔（後に中支建設資料整備委員会） ・西村捨也（上海自然科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４５）
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表１　占領地区図書文献接収委員会の構成と活動（昭和１２年１２月～昭和１３年８月）

所属 氏名 職務内容
特 佐方繁木 幹事長（１２ ．８～１２

．１４）

務 桜庭子郎 幹事長（１２ ．１４～２ ．２８）

楠本実隆 幹事長（３ ．１～）

部

渡部久 委員（１２ ．８～１２
．１４）

林　卓 委員（６ ．６～）

合原忠 臨時参加員（８ ．１～）

氏名 役職 南京の調査 杭州の調査 南京の接収 文献の整理 特記
１． ２２～１ ．３１ ２． ２２～２ ．２６ ３． ６～４ ．１０ ６． ３０～８ ．３１

満 夷石隆寿 幹事（１２ ．８～１２ ．２１）

天野元之助 委員 幹事（１２ ．２１～３ ．４）

大塚令三 幹事
（３ ．４～） ○

鉄
山上金男 委員（１２ ．８～３ ．４）

林田和夫 委員（１２ ．８～３ ．４）

的場泰雄 委員（１２ ．８～６ ．６） ○

徐燗南 委員 ○ ○　　（６ ．６～）○

津田義雄 委員 ○
（３・～５３０）○１

長沢武夫 委員 ○　　（５ ．３０～）

津田六郎 委員 ○
（５ ．３０～）○

小島友干 ○

原田祐四郎 ○

吉柾悟 ○

田中清 ○

大佐三四五 ○

青木実 ○

与謝野麟 ○

同 福崎峰太郎 幹事（全） ○

文 中馬靖友 委員（全）○ ○

椴島善次郎 委員（全）○ ○
書
寺田義三郎 委員（全）○ ○ ○

院 小竹文夫 委員
（６ ．６～）○

瀬尾彦次郎 ○

原光次 ○

大森毅 ○ ○

野田久太郎 ○ 学生

稲野達郎 ○ 学生

市村克孝 ○ 学生

山元静夫 ○ 学生

松浦春男 ○ 学生

研 福岡重蔵 幹事（全）○ ○ ○ ○

上野太忠 委員（全） ○

究 梅田潔 委員（全）○ ○

西村捨也 委員（全）○ ○ ○

所 宮地正吾 委員
（６ ．６～）○

外山八郎 ○ ○ ○

上野有造 ○

張柏清 ○

菊池三芳 ○

（出典）大塚令三「南京に於ける接収文献の整理工作」（『満鉄調査彙報』３ －１０）より

　　作成 。

（註）　１ ．役職の右の括弧（）内は，担当期問を示す 。

　　２ ．丸印○は，その作業に従事したことを示す 。

学研究所）ら９名の接収員は昭和１３（１９３８）年１月１９日に上海を出発し，嘉定 ・太倉 ・富山を経て

　　　　　　　　　　　　　　　　（６４６）
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２０日に蘇州に到着。翌日朝に同地を発ち，無錫 ・常州経由で夕刻には鎮江着。仮泊の後，２２日に

は金山寺蔵書楼 ・紹宋国学蔵書楼なと８箇所を調査，「日本軍暫管」の封印を施し，同日中に陥
　　　　　　　　　３８）
落まもない南只に入る 。

　棄てられた首都 ・南只の状況は痛ましいものであった。１月２３日からの約１０日間，接収員たち

は軍の指示によつて諸機関の調査を開始したが，７０箇所に及ぶ調査対象の書籍群は，ｒ……目も

当てられぬまでに散乱狼籍し，或は水浸しに或は土砂に埋もり ，全く筆舌に尽せぬ惨状であっ
た」。 しかも戦乱後の厳冬期ゆえ「全市を挙げて燃料は欠乏の極に達し，家屋の床も柱も梁も借

ては文献までが薪炭の代用となり ，加ふるに夜となく昼となく難民に掠奪せられつつある事実は

随所に目撃され」たという 。こうした中で，外交部 ・国民政府文官処 ・考試院 ・全国経済委員

会・ 省立国学図書館　国立編訳館 ・中央党部 ・教育部 ・中央研究院 ・紫金山天文台 ・交通部 ・行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３９）政院など，米国系の金陵大学 ・金陵女子大学を除いて，応急の調査は完了した 。

　一行のうち７人は，その後１月２９日に南尽を離れたが，残る２名は１台の自動車を頼りに，句

容・ 金壇 ・常州 ・江陰 ・無錫 ・常熟 ・富山 ・太倉 ・嘉定で調査を継続し，２月４日に上海へ帰還

した。また，前年の１２月２４日に陥落した杭州に対しても ，２月２４日から調査が進められ，既に

「疎開」を終えもぬけの殻になっていた断江省立図書館や文潤閣，さらに析江省建設庁 ・省立西
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０）
湖博物館など合計２６機関で検分が行なわれた 。

　この一連の事前調査が，誰の手によって実施されたのか，現在までに判明した状況を表１に整

理しておく 。この他の史料として，「昭和十二年十二月以降昭和十三年八月末に至る問に於ける

図書標本の接収，調査のために支出された満鉄 ・東亜同文書院 ・上海自然科学研究所等民間機関

の手辮当に依る費用，及び全期間を通じて軍方面より提供されたトラックその他の援助による出
　　　　　　　４１）
費は相当額に上る」といった記録，さらに当時満鉄上海事務所に勤務していた小島友宇 ・長沢武
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２）夫が，回想の中で「軍の満鉄に対する依頼」によってこの作業に従事したことを明記しており

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３）前出のふたりを含めて，中国側文献を熟知した者達が動員されたと推測される 。

　ちなみに，この行動を統括していた上海派遣軍，再編後の中支那方面軍特務部長であった陸軍

少将 ・原田熊吉は，従前の軍歴において中国勤務が長かったいわゆる「支那通」軍人であったた
４４）

め， 上記の半ｒ民問」機関との密接な関係も想像に難くない 。

　そして，　通りの調査 ・措置を終えてまもない３月６日から４月１０日までの約１ヵ 月余り ，南

京入りした当初７名の接収員は，「特務機関，憲兵隊，千田兵姑と協議の結果接収図書は之を旧

実業部地質調査所に収容することに決し，兵員とトラソクは，兵姑の援助を受くることとなっ

た」。 この作業において動員された人員は，接収員延べ３３０名，兵員延べ３６７名，中国人苦力延べ
　　　　　　　　　　　　　　　　　４５）８３０名，トラック延べ３１０台と報告される

。

　表２に見られる通り ，接収元は政府 ・党機関から研究機関 ・大学など多岐に及び，「和漢洋書

雑誌新聞の区別なく接収箇所別に，五，六万冊宛，山の如く高く ，天井に達する迄積み上げてあ

りましたので，夏となれば南京は暑さと湿気が激しいので下積みになってゐるところや，中にあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６）
る部分は蒸し腐れを生じる慮れが」あったという 。何れにせよ ，この段階において，旧首都 ・南

京における大量の書籍が日本側によってｒ保全」されることになったのであ った 。

（６４７）
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表２　南京での図書接収概数（冊）

接収箇所

国民政府

外交部

軍政部

司法院

南足市政府

省立国学図書館

参謀本部

建設委員会

地質調査所

地質学会

中央大学

考試院

行政院

教育部

中央党部

中央研究院

内政部

実業部

財政部

全国経済委員会

最高法院

鉄道部

中央政治学校

紫金山天文台

国立編訳館

合計概数

接収概数

８２ ．７００

５２ ．２００

　１ ．３００

５４ ．６００

２． １００

１６７ ．０００

６． ５００

　１ ．２００

１１ ．０００

　５ ．２００

　１ ．８５０

２８ ．１５０

３２ ，１００

１３ ．５００

２３ ．５００

４３ ．７００

　５ ．９００

４１ ．７５０

　１ ．９００

１０ ．６００

１３ ．２００

　５ ．６５０

１３ ．３００

　４００

２７ ，６００

６４６ ，９００

（出典）『業務概況』１１頁 。

（註）　この数値は初歩的な概算で，後に８０万冊程度

　　と判明した 。

　皿　「図書整理委員会」の組織と活動

　一連の出来事が進展していた昭和１３（１９３８）年上半期は，日中関係の上でも極めて暖味な時期

であった。すなわち，停戦や和平に向けての交渉は悉く挫折し，「…… 帝国政府ハ爾後国民政府

ヲ対手トセス，帝国ト真二提携スルニ足ル新興支那政権ノ成立発展ヲ期待シ，是ト両国国交ヲ調

整シテ更正支那ノ建設二協カセントス」という第一次近衛声明が発表されていたものの，たとえ

ば日本が期待した華北の「中華民国臨時政府ハ未タ正式承認ノ時期二達シテヰナイ」状況にあっ

た。 そのためにｒ支那ノ領土及主権 ・ヲ尊重スルノ方針ニハ毫モカハル所ナシ」と主張こそし
　４７）

たが，実際の「戦後」処理は，日本が独善的に進めざるを得なかったのである 。

　接収乃至「保全」した書籍群の整理も ，基本的にこうした枠組みのなかで実施に移された。軍

側が方針未決定であったため，伊藤（満鉄）．大内（同文書院） ・新城（研究所）が現地視察をおこ

ない，昭和１３（１９３８）年６月６日 ，ようやく「接収図書文献整理要綱」が決定した。これを受け

て６月１２日から２２日にかけて，満鉄上海事務所資料係主任 ・大塚令三が「満洲国」大連を訪れ ，

処理をめぐる打合せを進めたと記録に残る。そして，満鉄大連図書館書目係主任の大佐二四五 ・

同司書の青木実，奉天図書館からは与謝野麟，さらに満鉄調査部資料課の原田祐四郎 ・吉植盾 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４８）
田中清が「図書整理員」に選任され，南足に派遣された。また上海からも ，満鉄上海事務所 ・東

亜同文書院 ・上海自然科学研究所の「図書整理に経験ある者」が「四，五名宛至急派遣」され ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４８）
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さらに補助要員であろうか「同文書院の学生五名」も加えて，７月１日以降「図書整理委員会」
　　　　　　　　　　　　　４９）
の活動が開始されたのであった 。

　整理作業には，２ヵ 月という短期間内での完成が要請されていた。接収時のそれと同じく ，２５

名の整理員に加えて兵員 ・中国人苦力がこれに従事し，延べ動員数は整理員１ ，２８２名，兵員４２０名 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０）
苦力など７１０名の合計２ ，４１２名を数え，ほぼ計画通りに仮整理を終えた。酷暑で名高き夏の南只に

おいて，ｒ作業並に生活は軍隊式で，凡て振り鈴の合図に」従ったｒ肉体労働に近い」作業の結
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５１）
果， 「二三の病人」が発生したとも公表されている 。

　後に「病人」のひとり与謝野麟の場合は，軍指令下の極度な緊張による精神的衰弱であったこ
　　　　　　　５２）
とが明かされるが，「戦闘の第線に近き占領地の各都市に於て，か ・る意義深き文化工作が ，

同じ軍の手に依つて組織的に実施されつ ・あることは，東洋文化の為否世界文化の為，真に同慶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５３）
に耐えない」という ，大佐二四五の巧妙な表現を用いた総括は，この作業があくまでも軍の監視

下において実施された証拠となるだろう 。

　しかし，この過程でむしろ注目すべきは，接収 ・整理した書籍群の行方をめぐる図書館人の思

惑ではないか。「図書接収委員会では，図書館設立の前提に，その仮整理を行なふ」という認識
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５４）
が， 暗獣の削提として存在していたのである。もちろん，蒐集した数多くの「抗日 ，排日関係の

図書，パンフレツトは，図書館を建設したところで，一般に公開出来る性質のものではない」と

されながらも ，「それらの図書を一括して，対支関係の適当な研究機関に於いて，その抗日 ，排

日心理の拠って来るところを分析，探求してみはどうか」と活用方法が模索される。さらに，そ

の具体的「保管」に関しても ，¢南只に集中させる，　上海に集中させる，　南只と上海で二分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５５）
する，＠「在来機関の機能職分に応じて割当てる」といった百論噴出であったという 。

　結果的に，こうした目論見は達成できなかった。昭和１５（１９４０）年７月に発表された記録の中

には，「ソレニッケテモ例ノ中支建設資料整備事務所ノ７０万冊ガ開放サレ，一日モ早ク我々ノ利
　　　　　　　　　　　　５６）
用二供セラレタイモノデアル」といった督促が確認できるが，事実上の戦利品を以て図書館の蔵

書を構成するが如き「徒らに支那人側，並に列国の神経に，日本をして文化的侵略の印象を與へ
５７）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８）

る」ような行為は，その接収図書の膨大さとも相侯って，敬遠されたものと判断されよう 。

　ｖ　中支建設資料整備委員会の成立

　仮整理が一段落した昭和１３（１９３８）年８月末，「占領地区文献資料接収委員会」は，同年２月

に文化財 ・標本類接収のために別途派生 ・組織された「学術資料接収委員会」とともに解散し ，

９月からは陸軍省 ・海軍省 ・外務省の出先三省会議の結果新たに成止した「中支文化関係処理委

員会」の監督指導下，「中支図書標本整理事務所」の図書整理部と標本整理部に再編された。そ

して第二次整理作業を継続するとともに，分類方針や手順の策定，目録の編纂，さらに上海 ・杭

州における整理部の開設などを進めていった。この機関は，昭和１４（１９３９）年３月の興亜院華中

連絡部設置にともない，その管轄下に置かれ，名称を再度「中支建設資料整備委員会」と改称す
　　　５９）
るに至る 。

　上記の変遷の背後において，戦局 ・時局もまた微妙な変化を遂げていた。広東 ・武漢作戦の展

開によって「事変」の年内解決を目指していたものの，昭和１３（１９３８）年７月末の張鼓峯事件に

みられる日ソ衝突，また１０月から１１月の広東 ・武漢の相次ぐ陥落にも拘らず，降伏の兆しを見せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４９）
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ない国民政府の抵抗により ，対中国政策の見直しが迫られたのであった。すなわち，１１月３日の

「帝国ノ翼求スル所ハ，東亜永遠ノ安定ヲ確保スヘキ新秩序ノ建設二在リ 。…… 固ヨリ国民政府

ト難モ従来ノ指導政策ヲー郷シ，ソノ人的構成ヲ改替シテ更正ノ実ヲ挙ケ，新秩序ノ建設二来リ

参スルニ於テハ敢テ之ヲ拒否スルモノニアラス」とする所謂「東亜新秩序」声明（第二次近衛声

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０）明），１２月２２日の「善隣友好，共同防共，経済提携」を呼び掛ける第三次近衛声明を通じて，現

地親日政権樹立に向けた動きが本格化した。換…１すれば，いくぶん問接的な中国支配の実現を目

指す方向へと，徐々に国策は転換していったのであった 。

　「保全」された南只約８８万冊，上海約６万冊，さらに杭州の清代断江官局版木約１６万枚などの
　　６１）

行方も ，第４章で詳述する通り ，ほぼこの時期に方向づけられたと考えることが可能であろう 。

第３章　「接収」文献の活用をめぐって

　Ｉ　中支建設資料整備委員会の組織

　前記の如き経緯を経て改組 ・成止した中支建設資料整備委員会であったが，当該時期の書籍 ・

図書館をとりまく客観的な状況は，抜本的に改善されてはいなかった。例えば上海の場合，租界

周辺地域の大小図書館は「戦区ノ中心二在 ツタガ為二」，「掠奪侠散スルトコロト成 ツテ」しまい ，

経済 ・政治面では崎型的ともいうべき「孤島の繁栄」を言匠歌していた公共租界内も ，図書館とい

った不急の部門は「経費ノ不足二悩マサレ気息奄々トシテ居ル状態」が続いていた。こうした中

で， 同委員会の業務に遂行した中支建設資料整備事務所に関係した者の中には「未来ノ新生命ノ
　　　　　　　　　　　６２）
創造ニハー致努カヲ要スル」という ，その職責から発生したであろう雰囲気とともに，租界内で

根強く生き残るｒ上海文化界ノ敵性ハ飽クマデ排除シナケレバナラヌ 。圏ノ社会的影響ハ甚ダ大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６３）テアルカ故二， 我カ第　線ノ文化工作二於テハ根本的ノ革新ヲ要求スベキ秋ハ必至デアル」とい

った，より戦闘的な気運も醸し出されてきた。本質的に相容れぬ「文化」工作と「戦闘」行為の

同時進行下，ともすれば自家撞着は回避不能であろう 。こうした脆弱な基盤の上での「保全」活

動であった点を，再度強調しておきたい 。

　中支建設資料整備委員会（以下，単に「整備委員会」と略す）の主な規約は，次に抜粋する通り
　　６４）

である 。

　　第１条　本委員会は中支占領地区における接収図書及標本類を整理し中支建設資料を整備す

　　　　　　るを以て目的とす

　　第３条　本委員会は事務所を興亜院華中連絡部内に置く

　　第４条　本委員会は興亜院華中連絡部長官の監督の下に左の事業を行ふ

　　　　　　一 中支占領地区内散逸図書及標本類の接収蒐集拉に保存

　　　　　　二，中支占領地区内接収蒐集図書及標本類の整理

　　　　　　三，前号資料の調査編訳拉に出版

　　　　　　四，接収図書及標本類の処理に関する立案研究

　　　　　　五，紫金山天文台及北極閣地震計の復興

　　　　　　六，北京故宮博物院南足分院保存庫内の文物調査拉に整理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６５０）



第５条

第７条

第８条

第９条

第１３条

　　　　　　　中支建設資料整備委員会とその周辺（金丸）　　　　　　　　　　　　１０３

七， 其の他興亜院華中連絡部の必要とする事業

本委員会は前条事業遂行のため中支建設資料整備事務所を置き其の下に整理部，編

訳部及復興部の三部を設く 。整理部は図書及標本類の接収蒐集並びに整理をなし編

訳部は各種資料の調査番飛訳及之か出版に当り ，復興部は紫金山天文台及北極閣地震

計の復興をなす

本委員会に左の委員を置く

一， 委員長　　　一名

一， 副委員長　　一名

一， 常任委員　　二名

一， 委員　　　　若干名

委員長は興亜院華中連絡部次長を以て之に充つ

副委員長，常任委員は委員会に於て関係官庁及民間側より之を推挙し，興亜院華中

連絡部長官の承認を経て委員長之を任免す

本委員会の経費は王として日本側に於て全額負担す

　　図１　興亜院主要職務歴任者（昭和１３年１２月６日～昭和１７年１！月１日）

任期

職務

　　昭和１４（１９３９）年　　昭和１５（１９４０）年　　昭和１６（１９４１）年　　昭和１７（１９４２）年

月３　５　７　９　ｕ月１月３　５　７　９　ｎ月１月３月５月７月９月ｕ　１月３月５月７月９月１１月

総務長官
１３

２／６
柳川平助△ １５　鈴木

２／２３貞一

１６４／７

及川源七△
１７

１／１

政務部長 鈴木貞一△
１６４／７

及川源七△

本　　院 政務第一課長 白川万隆※
１４

１／１５ 石川信吾※
１５

１／１ 大西敬一※
１６

０／１５ 田中穣※

政務第二課長 塩沢清宣△
１５３／９

吉野弘之△
１５

２／２３ 真方勲△

技術部長 宮本武之輔
１７

／３１
三浦七郎

経済部長 日高信六郎 １５毛利
／６英於菟

１５　柳井
／１７恒夫

１５

２／１２
宇佐美珍彦

文化部長
柳川
助△

１４

１６
松村器

華北連絡部長官
１４

／１０
喜多誠一△

１５３／９

森岡皐△
１６３／９

塩沢清宣△

〃　次長 根本博△
１５

　塩沢清宣△
／１１

青島出張所長 柴田弥一郎※
１５８／８

多田武雄※ １６緒方真記※
／２０

連絡部

蒙彊連絡部長官 酒井隆△
１５３／９

竹下義晴△
１６

２／８
岩崎民夫△

華中連絡部長官 津田静枝※
１６５／７

太田泰治※

・　　次長 楠本実隆△
１５

／１０ 及川源七△
１６井上１６
／７靖△６／７ 落合甚九郎△

厘１門連絡部長官 水戸春造※
１５７／１

太田泰治※
１６５／７

福田良三※ １７原田
／１清一※

・政務部長 原忠一※
１４　　中堂
１／１５観恵※

１５

／２７

１５

／２７
庄司芳吉△

１６

／２０

（出典）　『日本官僚制の制度 ・組織 ・人事』２８３頁，及びｒ日本陸海軍総合辞典」４６１～４６２頁より作図 。
（註）１．氏名横の※は海軍軍人，△は陸軍軍人，他は文官である 。

　２．斜線部分は空位を示す 。
　３．「心得」と「事務取扱」を含む 。

　人事面の規定では，委員長こそ歴代の興亜院華中連絡部次長，すなわち図１に見られる通り陸

軍から出向した軍人で占められたが，それ以外の人員は必ずしも官僚である必要はなかった。ま

た， 小稿で論じる書籍方面に関しては，整理部（特に図書整理部） ・編訳部の職掌となる。表３に

委員会役員及び両部の構成員を整理した。詳細な実証は他日を期したいが，中国人の比率が圧倒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６５１）
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表３　中支建設資料整備委員会 ・同事務所の人員構成（昭和１６年３月下旬）

委員会役員 ・整備事務所職員 図書整理部 編訳部

職務 氏　　名 所属 職務 氏　　名 職務 氏　　名

委員長 及川源七 興亜院 事務主任 福崎峰太郎 事務主任 大塚令三
副委員長 伊東隆治 興亜院 整理員 梅田　潔 調査員 伊藤文十郎

常任委員 清水董三 大使館 整理員 高橋　浩 調査員 小山秋平
常任委員 原田久男 陸　軍 整理員 中村文三 調査員 有田福三
委員 島田清憲 興亜院 整理員 古屋敷宗兵衛 調査員 藤原平三郎

委員 土井元夫 興亜院 整理員 城川演男 調査員 紺野敏治
委員 伴野　清 興亜院 整理員 木下　隆 調査員 長野正夫
委員 沖野亦男 海軍 整理員 大森　毅 調査員 矢原礼三郎

委員 国富信一 興亜院 整理員 構島善次郎 調査員 周　　自在

委員 伊藤武雄 満　鉄 整理員 真田　茂 書記 高木恭子
委員 村松有蔵 興亜院 整理員 関音次郎 書記 中川久義
委員 佐藤秀三 研究所 整理員 宮原正巳 助手 藤田貞雄
委員 矢田七太郎 書　院 助手 石井徳雄 助手 坂本暑二郎

所長 清水董三 前出 助手 斎藤徳松 助手 河村　実
会計主任（代） 城川演男

助　手 李　維清 助　手 是枝善留

書記 三島静子 助手 孫　金三 嘱託 中西常郎
臨時嘱託 鵜鷹幸蔵 タイピスト 木下賀寿江
臨時嘱託 管　又安 タイピスト 石井ミユキ
臨時嘱託 中村文武
タイピスト 福崎和枝
タイピスト 内園芳江

（出典） 『業務概況』４３～４６頁
。

表４　各事業の収支概算（昭和１３年６月～昭和１６年３月）

収入の部

特務部より（昭和１３年６～８月）

５， ０００円

外務省より（昭和１３年９月以降か？）

　　　　　　　　　　　　７２ ，０００円

興亜院より（昭和１３年１２月以降）

　　　　　　　　　　　　６５１ ，０００円

７２３ ，０００円

支出の部

南京の図書 ・標本整理（昭和１３年６～８

月）

５， ０００円

各地の図書 ・標本整理

　　　（昭和１３年９月～昭和１６年３月）

　　　　　　　　　　　　５４５ ，０００円

天文台 ・気象台の復興

　　　（昭和１４年４月～昭和１６年３月）

　　　　　　　　　　　　１７０ ，０００円

故宮博物院南只分院の文物整理

　　　（昭和１４年５月～昭和１６年３月）

　　　　　　　　　　　　　８ ，０００円

７２３ ，０００円

（出典）『業務概況』６～７頁より作成 。
（註）大塚令三「南京に於ける接収文献の整理工作」（『満鉄調査彙報』３－１０）には

，

　　昭和１３年９月以前のより詳細な収支について記されているが，満鉄 ・同文書院 ・

　研究所などの「人員」乃至「現物」提供の問題もあるので，ここではひとまず
　検討を保留した 。

的に少ないこととともに，図書整理 ・編訳両部に所属する人々は同時期の『職員録』（内閣印刷局
　　　　　　　　　　　　　　６５）
発行）でも追跡できたいため，大半が満鉄などを中心とした民間人によっていたと推測されるの

である 。

　予算面では，これを全額日本側の負担とした。その執行状況を表４に見ると ，「保全」をめぐ

（６５２）



　　　　　　　　　　　　　中支建設資料整備委員会とその周辺（金丸）　　　　　　　　　　　　　１０５

る大半の活動は，整備委員会成立後になっ て実施された事が判明するのである。したがって，こ

の期間における具体的な活動を分析する作業を通じて，整備委員会が実質的に何を目的とした組

織であったのかが，判明すると思われる 。

　しかし不思議なことに，当該期間の書籍「保全」などに関する具体的な活動の記録は，管見の

限りあまり残されてはいない。江南地域が相対的な「安定」を回復した環境下，この作業から従

前の如き他人の目を引くある種「派手さ」が次第に色槌せて行き ，整理業務が宿命的に背負う地

味で目立たぬ活動へと回帰し，それが黙々と継続されていたことの証左にもなろうか。以下，接

収図書の「活用」状況を中心に，整備委員会，及びその実動部隊たる整備事務所の動きを追跡し

てみたい 。

　皿　編訳部の「調査活動」

　整備委員会成立後において，一見するとひとり気を吐いているかに思われるのが編訳部であっ

た。 すなわち，図書整理部に保管される接収 ・整理した書籍群を利用し，「経済再建設の急需に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６６）
適応すべき諸資料の調査番飛訳拉にこれが刊行頒布」を進めていったのである。図２として，整備

委員会委員長 ・楠本実隆による「編訳彙報発刊の辞」を掲載しておく 。ここには，「復興」のた

めの各種調査が急務であるにもかかわらず，円滑な実態調査の実施が不可能であ った状況に即応

した作業であったことが明記されている。編訳部の活動について，主任を務めた大塚令三による

報告があり ，若干の構成員についての紹介，及びその活動が実質的には昭和１４（１９３９）年１０月以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６７）
降になって開始されたことなどが述べられている 。ここでは敢えてその史料から距離をおき ，こ

　　　奮本

　黒峯蒙
　十　甚
　四　で　束
　年　あ　亜
　十　る　新
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（出典）『編訳彙報』より 。この「発刊の辞」は，第１編から第５２編まで，同一のものが収録され，第５３編以降

　　は削除されている 。

（６５３）
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表５　ｒ資料通報』一覧（第１輯～第１７輯）

Ｎｏ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

書　　名

全国経済委員会刊行物目録

支那経済財政金融関係資料目録

支那農業関係資料目録

支那水利関係資料目録

支那鉱業関係資料目録

支那公路関係資料目録

支那土地法関係資料目録

支那鉄道関係資料目録

支那工業関係資料目録

支那社会問題関係資料目録

支那地理関係資料目録

支那社会法律関係資料目録

支那官庁行政報告類目録

支那経済関係資料目録

支那農業関係資料目録（補遺）

支那鉱業関係資料目録（補遺）

支那交通関係資料目録

編集担当者など

小山秋平

浅川謙次

福満武雄

矢原礼三郎

伊藤文十郎 ・藤田貞雄

周白在

伊藤文十郎 ・藤田貞雄

小山秋平

田中忠夫 ・下田伍郎

大塚令三 ・福満武雄

有田福三 ・天野元之助（満鉄） ・金谷治三郎（華中連絡部） ・大塚令三

山田厚（同文書院） ・増田渉（興亜院政務部第三課） ・天野元之助（満鉄

上海事務所） ・真鍋藤治（同上）

市川信也（興亜院政務部第三課） ・圓子義広（同上） ・石川正義（満鉄上

海事務所） ・大塚令三

天野元之助（満鉄） ・立石要（興亜院） ・岩崎浩清（同上） ・熊谷康（満
鉄） ・森数男（興亜院） ・宮坂梧郎（同上） ・守屋武（華中水産） ・茂木一

郎（華中塩業） ・林田和夫（満鉄） ・加瀬三郎（興亜院） ・堀口照志（同
上） ・小畑則久（同上） ・太田喜久雄（同上）

天野元之助（満鉄） ・萬谷俊美（華中連絡部） ・岡村淑一（同上） ・三井進

午（興亜院） ・森数男（同上） ・宮崎盾郎（同上） ・岩崎浩清（同上） ・大塚

令三 ・中川久義

佐藤捨三（華中鉱業）鈴木昇（興亜院）大塚令三　中川久義

菊池明（興亜院技術部） ・中田一幸（同上） ・織田文雄（同上） ・小松駒吉
（同上） ・和田貞雄（華中連絡部） ・田淵嘉郎（同上） ・宮本鉄夫（華中鉄
道） ・松本鉄男（鉄道省辮事処） ・秋山洋造（満鉄上海事務所） ・広川退
助（満鉄） ・大塚令三 ・中川久義

刊行

１４ ．１０

１４ ．１０

１４ ．１１

１４ ．１１

１４ ．１１

１４ ．１１

１４ ．１１

１４ ．１１

１５ ．０１

１５ ．０７

１５ ．１２

１５ ．１２

１５ ．１２

１５ ．１２

１５ ．１２

１５ ．１２

１５ ．１２

（出典）『資料通報』各輯の解説欄から作成。なお，第１２輯と第１４輯については，財団法人東洋文庫研究員の本庄比佐子先

　　　生からの御教示による 。

んにちわれわれに「遺された」業績を通じて，業務の具体的な中身を，初歩的に検討してみよう 。

　編訳部の際立った作業として，次の３点が注目される。第一に，『資料通報』と呼ばれる文献

目録シリースの作成。その表題と刊行年月は表５に整理した。このシリースは第１１輯以降は取扱

秘となっている。また，第１輯から第１０輯の表紙裏には，「資料通報所載の資料類は，現在軍管

理の下に中支建設資料整備事務所に於て整理中にして参観 ・閲読 ・貸出に就きては原則として之

を認め居らざるに付為念申添ふ」と記したシールが貼られていた（大分大学経済研究所所蔵本）。 目

録には他にも ，『中支建設資料整備事務所南只図書部華文雑誌 ・公報目録』（昭和１５年６月），及び

『支那文雑誌内容索引目録』（昭和１５年１２月）があり ，分類作業担当者たちの苦労がしのばれる 。

　第二に，表６に紹介する『編訳彙報』という翻訳シリースの刊行である 。「番飛訳に先だち各部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８）
門別に資料目録『資料通報』を作成し，編訳審議委員会に諮つて，番飛訳資料の選択に当てた」と

いうが，表５と表６より ，書誌 ・文献テータ収集と和訳とが，ほぼ同時進行的に進められていた

ことが窺い知れる 。

　表６には更に，翻訳元の文献に関するデータを加えておいた。¢「支那政府の行政施設を明ら

かにすることが出来」る中央 ・地方の官報類，　「最近の支那の経済産業の調査書や事業計画書

が大部分を占めてゐる」ゆえに「貴重な参考資料」である全国経済委員会刊行物，　「地質や鉱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６９）
産資源の学術調査」でｒ今後の支那開発の上に無くてはならぬ」地質調査所の刊行物をはじめ

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６５４）



　　中支建設資料整備委員会とその周辺（金丸）

表６　『編訳彙報』とその原典一覧（第１編～第８８編）

１０７

表　　題 原　　　　典 翻訳者 校閲者 頁数 刊　行

！ 全国経済委員会工作報告 国府全経委が民国２６年２月までの 部外委嘱 有田福三 ３５ １５ ．０！ ．０８

工作概要を国民党三中全会に提出

すべく編纂した書類

２ 四川孜察調査報告書 国府全経委『四川孜察報告書』（全 部外委嘱 有田福三 ２９１ １５ ．０２ ．２０

経委専刊第四種，民２４ ．４）

３ 全国経済委員会会議紀要（第五集） 全経委『公路委員会第一次会議』（全 周自在 有田福三 ・田中 ６６ １５ ．０２ ．２５

一公路委員会第一次会議 経委叢刊第五集，民２３ ．６） 忠夫

４ 全国経済委員会会議紀要（第三集） 全経委『工程専門委員会会議録』（全 紺野敏治 田中忠夫 ４６ １５ ．０２ ．２５

一工程専門委員会会議録 経委叢刊第三集，民２２ ．９）

５ 全国経済委員会関連法令集 全経委『全国経済委員会章則彙編』 下田伍郎 大塚令三 ・田中 ２５１ １５ ．０２ ．２８

第一集～第五集（全経委叢刊第一 （一部を 忠夫
種， 第五種，第十四種，第十七種 ， 部外委
第二十六種，民２１ ．！２～ 民２６ ．１） 嘱）

６ 全国経済委員会棉業統制委員会三 『全国経済委員会棉業統制委員会三 部外委嘱 天野元之助（満 ３２ １５ ．０３ ．０５

年来工作報告 年来工作報告」（民２６ ．６） 鉄）

７ 全国経済委員会会議紀要（第一集） 全経委『第一次会議紀要』（全経委 伊藤文十 田中忠夫 ４９ １５ ．０３ ．２８

叢刊第一集，民２２ ．１） 郎

８ 全国経済委員会会議紀要（第四集） 全経委『第四次会議紀要』（全経委 伊藤文十 田中忠夫 ８５ １５ ．０３ ．２８

叢刊第四集，民２３ ．３） 郎

９ 全国経済委員会会議紀要（第二集） 全経委『七省公路専門委員会第一 藤原平三 田中忠夫 ４９ １５ ．０３ ．２８

一七省公路専門委員会第一次会議 次会議』（全経委叢刊第二集，民 郎
２２ ．２）

１０ 製紙工場創立計画案 国府全経委江西辮事処『創設製紙 部外委嘱 田中忠夫 １１ １５ ．０３ ．２８

工廠計画』（民２４）

１１ 機械工業報告書 全経委『機械工業報告書』（全経委 紺野敏治 有田福三 ５４ １５ ．０３ ．３１

経済専刊第九種，民２５ ．７）

１２ 紡績工場移転計画案 全経委棉業統制委員会『旧廠遷移 部外委嘱 田中忠夫 ・堤孝 ２１ １５ ．０３ ．３１

計画及成本預算書』（民２６ ．６ ．１修正 （上海在支紡績

刊行） 同業会）の教示

１３ 江蘇省句容県人口農業調査報告 『試辮句容県人口農業調査報告』（国 福満武雄 天野元之助（満 ６３ １５ ．０３ ．３１

府参謀本部国防設計委員会参考資 鉄）

料第四号，民２２．３）の抄訳改編

１４ 准史述要 武同挙「准史述要」（『江蘇建設月刊』 矢原礼三 有田福三 ７２ １５ ．０３ ．３１

第３巻第１０期，導准入海工程専号 ， 郎

民２５ ．１０）

１５ 河南省の棉業 胡寛良の著作（原本は明記せず） ， 部外委嘱 天野元之助（満 １３３ １５ ．０３ ．３１

民２５年１２月に「例言」 鉄）

１６ 四川省石油調査報告 陸貫一（全経委公路処）著，原題 伊藤文十 部外委嘱 ４１ １５ ．０３ ．３１

不明，民２３ ．１０全経委油印） 郎

１７ 合作事業工作概況 全経委『合作事業工作概況（第一 部外委嘱 田中忠夫 ４７ ！５ ．０３ ．３１

集）』（合作事業委員会刊物丙類第

一種，民２５ ．４）に，「章則彙編」の

抄訳を付したもの

１８ 国民政府内外債整理委員会報告書 孔祥煕「国民政府内外債整理委員 周自在 田中忠夫 ３４ ！５ ．０４ ．３０

会報告書」（中国国民党第五期中央

執監委員会第五次全体会議提出書
類， 民２６ ．２）

１９ 人造絹糸工業報告書 全経委『人造絹糸工業報告書』（経 藤原平三 有田福三 ４４ １５ ．０５ ．０７

済専刊第六種，民２５ ．５） 郎

２０ 全国経済委員会会議紀要（第六集） 全経委『水利委員会第一次会議』（全 福満武雄 田中忠夫 １３７ １５ ．０５ ．２０

一水利委員会第一次会議議事録 経委叢刊第六集，民２４ ．１）

（６５５）
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２１ 護護工業報告書 全経委『護護工業報告書』（経済専 小山秋平 天野元之助 １０５ １５ ．０６ ．１７

刊第一種，民２４ ．８）

２２ 電気用具工業報告書 全経委『電気用具工業報告書』（経 下田伍 天野元之助 ４３ １５ ．０６ ．２０

済専刊第八種，民２５ ．７） 郎・ 小山

秋平

２３ 製紙工業報告書 全経委『製紙工業報告書』（経済専 藤田貞雄 伊藤文十郎 ・有 １８４ １５ ．０７ ．１０

刊第七種） 田福三

２４ 燐寸工業報告書 全経委『燐寸工業報告書』（経済専 矢原礼三 部外委嘱 １１０ １５ ．０７ ．１０

刊第二種，民２４ ．７） 郎

２５ 断江省産業事情 『断江之産業』（建設委員会経済調 周白在 有田福三 １８８ １５ ．０８ ．２５

査所，民２２）

２６ 広東経済調査報告 羅剣聲 ・邸慶錆 ・字宏略 ・蘇景 部外委嘱 田中忠夫 ・有田 ４８ １５ ．０８ ．２５

雲・ 梁瀕才『現段階底広東経済』（国 福三

立中山大学経済考察団専刊第一種 ，
民２３）

２７ 中国戦時経済論 関吉玉『中国戦時経済論』（国民政 部外委嘱 浅川謙次（東亜 ３７７ １５ ．０８ ．２５

府軍事委員会委員長行営，密存 ， 研究所） ・大塚
民２５ ．１０） 令三

２８ 建設委員会工作計画概要 『建設委員会工作計画概要』（国府 周白在 田中忠夫 ４７ １５ ．０７ ．３０

建設委員会，民１９．１０）の中から
，

「水利計画」を削除したもの

２９ 海南島 張維漢『海南島』（印刷所など抹消
， 周自在 部外委嘱 ５８ １５ ．０９ ．１０

「外国人に借贈すべからず」の但

し書き ，民２６ ．７ ．５）と，満鉄上海
事務所資料室編の目録

３０ 安徽省北部経済事情 朱一鶉ｒ院北経済概況調査報告」 部外委嘱 伊藤文十郎 ６０ １５ ．０９ ．２５

（『安徽省地方銀行専刊』第五号
，

民２６ ．３）

３１ 支那糧食問題と対外貿易 巫賓三『中国糧食対外貿易』（国府 伊藤文十

一
１５０ １５ ．１０ ．１０

参謀本部国防設計委員会参孜資料 郎

第二号，民２３ ．２）

３２ 湖南省の桐油と桐油業 李石鋒編述『湖南之桐油与桐油業』 部外委嘱 部外委嘱 １３０ １５ ．１０ ．２５

（湖南省経済調査所，刊行年不明）
と， 『中国経済評論』１－６（民２９ ．６）

所収の史栄論文抜粋

３３ 南京糧食調査 社会経済調査所『南京糧食調査』 紺野敏治 有田福三 １２７ １５ ．１Ｏ ．３０

（糧食調査叢刊第二号，民２４ ．２）

３４ 支那農村副業問題 国府実業部統計処「農村副業与手 部外委嘱 紺野敏治 ５６ １５ ．１０ ．３１

工業」（『実業部月刊』２－６ ，民
２６ ．５ ．２０）

３５ 平漢沿線農村経済調査 鄭侃剛等『平漢沿線農村経済調査』 小山秋平 天野元之助 １４２ １５ ．１Ｏ ．１５

（交通大学社会経済組専刊第四号
，

民２５ ．１２）

３６ 海南島熱帯作物調査報告 林永所『海南島熱帯作物調査報告』 部外委嘱 部外委嘱 １２８ １５ ．１０ ．１５

（国立中山大学農学院農林研究委

員会，民２６ ．７）

３７ 四川省地質煤鉄概論 王暁青『地質煤鉄概論』（中国工程 部外委嘱 大塚令三 ・長野 ２３ １５ ．１０ ．１５

師学会四川考察団） 正夫

３８ 湖南省に於ける満俺鉱調査報告 王竹泉 ・熊永先『湖南湘謂上五都 部外委嘱 伊藤文十郎 ２８ １５ ．１１ ．１０

鑑鉱調査簡報』（軍事委員会資源委

員会参考資料第十二号，民２４ ．８）

３９ 国際聯盟技術専門家水利調査報告 全経委『国聯工程専家考察水利報 矢原礼三 （株）上海恒産 ２０ １５ ．１１ ．３０

書 告劃英 ・華語（民２２
．３） 郎

（６５６）
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４０ 湖北省大冶 ・陽新銅鉱調査報告 朱煕人 ・計栄森『湖北大冶陽新銅 部外委嘱 有田福三 ２９ １５ ．１２ ．２０

鉱調査簡報』（国府軍事委員会資源

委員会参考資料第十一号，民２４ ．８）

４１ 湖南省鉱産概況 郵負愈 ・張廷実『湖南鉱産概況』（湖 部外委嘱 伊藤文十郎 ５６ １５ ．１２ ．２０

南省建設庁，民２４ ．４）

４２ 長沙の重要工場調査 孟学恩『調査重要工廠調査』（湖南 周自在 伊藤文十郎 １５０ １５ ．１２ ．２０

経済調査所叢刊，民２３ ．８）

４３ 支那の耕牛問題 劉行駿『中国耕牛問題』（中央種畜 部外委嘱 天野元之助 ６２ １５ ．１２ ．２５

場研究叢書之二，民２４ ．５）

４４ 江西省公路運営概況 熊大恵『整理江西公路営運管理計 部外委嘱 有田福三 ８１ １５ ．１２ ．３０

画』（江西省公路処，民２５ ．７）

４５ 支那茶業の経済的考察 全経委『中国茶業之経済調査報告』 部外委嘱 天野元之助 ２５１ １５ ．１２ ．３０

（全経委叢刊第二十九種，全経委報

告彙編第十三集，民２６ ．２）

４６ 桐油と桐樹 賀閨 ・劉瑚『桐油与桐樹』（刊行年 藤田貞雄 紺野敏治 １０５ １６ ．０１ ．０５

等不明）と ，『世界桐油文献」（英文 ，

民２６年版），金陵大学編『農業論文
索引』（民２２年版 ・民２４年版）にお

ける桐油関係の文献目録を収録

４７ 長興炭砿採掘復興計画案 陸子冬『長興煤砿之恢復開採計画 部外委嘱 有田福三 ３！ １６ ．０１ ．０５

書」（非売品，民１７）

４８ 析江省の桐油業 国府実業部上海商品検査局化学工 部外委嘱 小山秋平 １０１ １６ ．０１ ．２０

業品検験局『断江桐油調査報告書』

（化工品検験刊物二，民２２ ．６）

４９ 棉産改進事業工作報告 全経委棉業統制委員会『棉業改進 部外委嘱 村上捨吉（満 ２９１ １６ ．０！ ．２５

事業工作総報告』（棉統委専刊第五 鉄） ・川合津（華

種， 民２４年分） 中棉花改進会）

５０ 支那の製糖工業 全経委『製糖工業報告書』（経済専 伊藤文十 天野元之助 １００ １６ ．０１ ．２５

刊第十一種，民２５ ．８） 郎

５１ 支那の油漆工業 全経委『油漆工業報告書』（経済専 周自在 岩田弥太郎 ・大 １１０ １６ ．０１ ．２５

刊第十種，民２５ ．８） 塚令三

５２ 支那の毛織工業 全経委『毛織工業報告書』（経済専 紺野敏治 大塚令三 ２０２ １６ ．０！ ．２５

刊第三種，民２４ ．８）

５３ 支那各省農業労働者雇用習慣及び 陳正言莫『各省農工雇傭習慣及需給 矢原礼三 田中忠夫 １４２ １６ ．０３ ．２０

需給状況 状況』（中山文化教育館，民２４ ．２） 郎

５４ 漸江省米価変動の研究 杜修昌「断江省米価変動之研究」（国 部外委嘱 天野元之助 ６０ １６ ．０３ ．２５

府実業部中央農業実験所『研究報
告』１－２ ，民２３ ．２）

５５ 産業四箇年計画案（農林 ・牧畜 ・ 国府実業部『実業四年計画草案』 部外委嘱 伊藤文十郎 １２０ １６ ．０３ ．２５

漁業編） （民２２．９）の抄訳

５６ 株州鋼鉄廠基礎計画案 胡庶華『株州鋼鉄廠初歩計画書』 部外委嘱 有田福三 ２６ １６ ．０３ ．２５

（中国工程師学会第二届年会論文 ，

非公刊，民２２ ．８）

５７ 団匪賠償金返還経過概要 国府庚款機関聯席会議辮事処編『調 部外委嘱 小山秋平 ・長野 １０２ １６ ．０４ ．１５

査各庚款情形簡編』（民２５ ．１） 正夫

５８ 京渥 ・渥杭沿線に於ける米穀 ・糸 杜修昌『京渥渥杭沿線米穀 ・綜繭 ・ 部外委嘱 天野元之助 ６０ １６ ．０４ ．２０

繭・ 棉花の販売費調査 棉花販売量之調査』（中央農業実験

所特刊第九号，国府実業部中央農

業実験所，民２４ ．６）

５９ 江西省経済事情 江西省政府経済委員会『江西経済 部外委嘱 矢原礼三郎 ６２ １６ ．０３ ．３１

問題』（江西省政府経済委員会彙刊

第一種，民２３ ．７）より ，工業部門

のみ抄訳したもの

（６５７）



１１０ 立命館経済学（第４９巻 ・第５号）

６０ 准河流域地理と導准問題 宗受干『准河流域地理与導准問題』 部外委嘱 田中八百八（農 １０６ １６ ．０３ ．３１

（南京鐘山書局，民２４ ．４） 林省山林局）

６１ 蘇断院京渥五省市交通委員会三年 趨祖康『蘇断院京渥五省市交通委 部外委嘱 岩城俊次（満鉄） ６２ １６ ．０３ ．３１

来工作概況 員会三年来工作概況』（全経委，民
２５ ．１）

６２ 支那各省に於ける小麦の適応区域 沈宗鞠 ・萬徳昭 ・蒋彦士『中国各 部外委嘱 伊藤文十郎 ２０ １６ ．０３ ．３１

省小麦之適応区域』（中央農業実験

所特刊第十八号，民２６ ．５）

６３ 江蘇省武進工業調査報告 干定一『武進工業調査録』（武進県 小山秋平 川瀬正三（満鉄） ８７ １６ ．０３ ．３１

商会，民１８ ．８）

６４ 支那の鉄 ・石炭及び石油 呉半農『鉄 ・煤及石油』（社会調査 部外委嘱 小島友子（満鉄） ６６ １６ ．０３ ．３１

所， 中国経済発展問題叢書，民２１ ．３）

６５ 広西省錫鉱概況 陶紹勤『広西錫鉱概況』（広西省政 部外委嘱 長野正夫 １２４ １６ ．０５ ．２５

府鉱務局，民２４ ．１Ｏ）

６６ 断江省平陽県の明警石 葉良輔 ・李瑛 ・張更『断江省平陽 部外委嘱 小山秋平 ・佐藤 ５６ １６ ．０６ ．１５

県之明讐石』（国立中央研究院地質 捨三（華中鉱業

調査所，民１９ ．１２） 調査課）の教示

６７ 祁門紅茶の生産及び運錯 金陵大学農学院農業経済系『祁門 藤田貞雄 小島友子（満鉄） １６０ １６ ．０６ ．２５

紅茶之生産製造及運鎗』（豫都院四

省農村経済調査報告第十号，民
２５ ．６）

６８ 新生活運動概観 『新生活運動輯要』（新生活運動促 矢原礼三 森岡達夫 １６６ １６ ．０７ ．１５

進総会，民２５ ．４），『新生活運動之 郎・ 森岡

理論与実際』（警官高等学校叢書
， 達夫

民２４ ．６），『新生活運動進行概況報

告』（国府軍委会委員長南昌行営 ，

民２３ ．１１），『民国二十四年全国新生

活運動』（新生活運動促進総会，民

２５）から抽出 ・編纂

６９ 支那農家経済の記帳に関する研究 湯恵孫 ・杜修昌「中国農家経済之 部外委嘱 森岡達夫 １３５ １６ ．０９ ．１５

記帳的研究」（国府実業部中央農業

実験所『研究報告』１－１２，民２５ ．１２）

７０ 江西省北部鉱業事情 『江西地質鉱業調査所年報』第二期
， 部外委嘱 伊藤文十郎 １５１ １６ ．０９ ．１５

江西地質鉱業調査所，民２３ ．１２の抄

訳

７１ 支那の戦時経済問題 中国問題研究会『中国戦時経済問 部外委嘱 山上金男（満鉄 ９５ １６ ．０９ ．１５

題』（上海雑誌公司，民２５～２６？） 南京駐在員）

７２ 支那工業調査報告 劉大鉤『中国工業調査報告』上，中 ， 長野正夫 有田福三 ３９９ １６ ．０９ ．３０

下（国府軍事委員会資源委員会参

考資料第二十号，民２６ ．２）

７３ 無錫工業事情 顧銃方『無錫之工業』（国府実業部 部外委嘱 岩田弥太郎 ９９ １６ ．１０ ．２０

実業統計特刊，民２２ ．１２）

７４ 湘郡鉄道沿線炭砿調査報告 劉夢符 ・楮保煕『全国煤業報告』 長野正夫

一
１５４ １６ ．１１ ．３０

（国府参謀本部国防設計委員会参

考資料第八号，民２４ ．２）収録の「湘

郡鉄路沿線調査」を全訳

７５ 全国経済委員会会議紀要（第七集） 全経委『水利委員会第二次会議』（全 小山秋平

一
２９３ １６ ．１２ ．２５

一水利委員会第二次会議議事録 経委叢刊第七集，民２４ ．７）

７６ 全国経済委員会会議紀要（第八集） 全経委『水利委員会第三次会議』（全 矢原礼三

■
９２ １６ ．１２ ．２５

一水利委員会第三次会議議事録 経委叢刊第八集，民２５ ．１） 郎

７７ 武漢 ・長沙に於ける石炭運鎗状況 楮保煕 ・劉夢符『全国煤業報告湘 部外委嘱 伊藤文十郎 ８４ １６ ．１２ ．３０

綴鉄路沿線各大都市調査』（国府軍

事委員会資源委員会参考資料第十

七号，民２４ ．１０）

（６５８）
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７８ 広東省調査報告書一基本工業 ・特 国民経済建設運動委員会広東分会 部外委嘱 栗山茂（高松高 １３１ １７ ．０３ ．０１

殊工業 ・農村副業 『広東省基本工業 ・特殊工業 ・農 商教授）

村副業調査報告書』（民２６ ．４）

７９ 山西考察報告書 全経委『山西考察報告書』（経済専 部外委嘱 田中忠夫 ・有田 ３０４ １７ ．０１ ．３０

刊第五種，民２５ ．２） 福三

８０ 江北省北部鉱業事情　続編 『江西地質鉱業調査所年報』第一期 部外委嘱 小山秋平 １６６ １７ ．０１ ．１５

（民２２ ．１０）の抄訳

８１ 江蘇省武進南通田賦調査報告 萬国鼎 ・荘強華 ・呉永銘『江蘇武 山下景生 ３１６ １７ ．０２ ．２０

進南通田賦調査報告』（国府参謀本

部国防設計委員会参考資料第七号 ，

民２３ ．８）

８２ 江蘇省農村調査報告 行政院農村復興委員会編『江蘇農 西村米太 村上捨己（満 ８！ １７ ．０２ ．２８

村調査』（民２３ ．７） （満鉄上 鉄） ・有田福三

海事務所

調査室）

８３ 支那全国土地調査報告網要 全経委『全国土地調査報告網要」（全 丸山進 天野元之助 １４０ １７ ．０３ ．３１

経委報告彙編第十集，民２６ ．１） （満鉄上海

事務所）

８４ 川幹康三省公路整理経過報告 『整理川幹康三省公路経過』（国府 部外委嘱 手島正毅（満鉄 ４０ １７ ．０３ ．３１

軍事委員会委員長行営，民２６ ．７） 上海事務所）

８５ 支那国有鉄道運賃の研究 「鉄路運価問題専号」（『交通雑誌」 小島友子 手島正毅（満鉄 １８６ １７ ．０３ ．３１

第二巻第二 ・三期合期，民２３ ．１ ， （満鉄南京 上海事務所調査
南京） 駐在員） 室）

８６ 煙台機船漁業論 張賓樹『煙台漁輸論』（民２３ ．１１） 矢原礼三 守屋守（華中水 １２９ １７ ．０３ ．３１

郎・ 長野 産）の教示

正夫

８７ 揚子江流域炭鉱調査報告 程義法 ・黄伯達『全国煤業報告』 部外委嘱 栗山茂（高松高 ３０４ １７ ．０３ ．３１

（資源委員会参考資料第十九号 ，
商教授）

民２４ ．１２）から ，「長江下瀞調査」

を全訳

８８ 湖南省鉱業綜覧 張人俳『湖南之鉱剰（湖南経済調 部外委嘱 伊藤文十郎 ・有 ２６８ １７ ．０３ ．３１

査所，民２３ ．８） 田福三

（出典） 『編訳彙報』各号の「解説欄」から作成 。

表７　ｒ編訳簡報』に収録された論文とその原典一覧（第一年第一号～第二年第五号）

論　文　名 原　　　　典 翻訳者 校閲者 頁数 刊　行

第 海南島建設の諸問題 陳元柱『壇崖実業問題』（広東 ， 紺野敏治 １１６ １６ ．０６ ．１５

一
年

民２６ ．３）の抄訳

；
万
海南島調査報告書 林汝折『壇崖考察報告書』（未公刊 ， 紺野敏治 天野元之助

民２６ ．５ ．２６）

広東蚕糸業調査報告 林汝桁『広東蚕糸業調査報告書』 紺野敏治 天野元之助

（未公刊 ，民２６）

第 西北公路地質調査報告 林文英「西北公路地質調査報告」 部外委嘱 秋山洋造（満鉄） ２０８ １６ ．０７ ．！５

一
年一 （『公路」２－１～３ ，民２５）

百万 公路地質学の基礎研究 林文英『公路地質学之初歩研究』 部外委嘱 岩城俊次（満鉄）

（中国建設協会，民２４）

支那鉄道網総設計書　附民国十八 鉄道部「鉄道十万哩建設計画」 部外委嘱 周自在 ・小山秋

年度鉄道部国道分期建設計画 （民１８？１９？），及び『民国十八 平

年度鉄道部国道分期建設計画』

（鉄道部叢刊第四種，刊行不明）

（６５９）
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第 析江省饒挑塩業調査 断江省紹興区行政督察専員公所 ・ 部外委嘱 矢原礼三郎 ・茂 １５６ １６ ．０９ ．１５

一
圭 紹興県政府『鹸挑塩業調査』（経 木一郎（華中塩
一一目 済叢書第一輯，民２４ ．１１） 業）

万
支那味嗜醤油業の危機 鐘履堅『中国醤業之危機』（塩政 部外委嘱 岩田弥太郎

討論会，刊行年不明）

支那に於けるハム産錆調査 『火腿産錯調査』（中国徴信所専刊 部外委嘱 小島友干

第三種，民２２ ．１０）

漸＝江の紹興酒 『析江之紹酒』（建設委員会経済調 部外委嘱 紺野敏治

査所，民２６ ．４）

第 支那の糧食問題 張心一『中国糧食問題』（中国太 小山秋平 天野元之助 １２４ １６ ．１０ ．０１

一
年 平洋国際学会，民２１ ．８）

四目

万
小麦の地域別試作第一年度報告 洛夫（Ｈ．Ｈ．Ｌｏｖｅ） ・張汝倹『小 小山秋平 天野元之助

麦区域試験第一年結果報告』（国

府実業部中央農業実験所，民２３ ．６）

江西の苧麻及びその利用法の調査 謝光蓬『江西苧麻及其利用法之調 部外委嘱 長野正夫

査』（河北省塘沽黄海化学工業研

究社調査報告第十八号，民２４ ．１１）

雲南省棉業調査報告 全経委『雲南省棉業調査報告摘要』 周自在

（棉業統制委員会，民２６？）

第 南京の綬錦業 『南京綴錦業調査報告』（国府実業 周自在 有田福三 １８２ １６ ．１１ ．１５

一
年 部国民経済建設運動委員会総会 ，

五目

丁種叢刊第一冊，民２６ ．５）

万
支那の森林と建設事業 張楚賓『森林与建設』（国府首都 部外委嘱 有田福三

造林運動委員会，民２６ ．３）

断江省紹興の絹網業 王廷鳳『紹興之糸糸網』（建設委員 周自在 岩田弥太郎

会経済調査所，杭州，民２６ ．１）

産業四箇年計画案大網 陳公博『実業四年計画草案』（民 部外委嘱 紺野敏治
２２．９）の「序，四年実業計画初稿」

全訳

延長油田略史 『延長油田略史』（陳西省建設庁
， 部外委嘱 伊藤文十郎

民２０ ．６）

第 支那の燃料資源 金開英「中国之燃料資源」（『中国 部外委嘱 伊藤文十郎 ６０ １６ ．１２ ．０１

一
年↓ 化学工程雑誌』３－３ ，民２５ ．９）

む
万
工業救国五箇年計画 黄華三『工業救国五年計画』（非 周自在 有田福三

公刊，民２２？）

四川省潭膿金鉱概要 沈士駿『潭膿金鉱之調査』（民 部外委嘱 伊藤文十郎
２３ ．１２）

新江省宣平県弄坑村銀鉱調査報告 張廷玉『断江省銀鉱報告書』（断 部外委嘱 植村癸巳男（華

江省鉱産事務所，石版刷，民２１ ．１２） 中鉱業）

江西省のタングステン鉱 江西省政府秘書処『江西鋳鉱之管 部外委嘱 伊藤文十郎 ・植

理』（江西事業叢刊八，民２４ ．７） 村癸巳男（華中

鉱業）の教示

第 西北諸省とその発展の可能性 スタンパー『西北諸省及其発展之 紺野敏治 ９９ １６ ．１２ ．２０

一
年 可能性』（民２３の宋子文随行記録
七口

報告，未公刊）

万
西北農業及び牧畜業調査報告 粟顕悼『考察西北及牧畜業報告』 紺野敏治

（全経委報告書，民２３ ．４，未公刊）

陳西省農村経済事情 郷栃『西北調査報告』（全経委 ， 紺野敏治

民２３．４～７の調査報告書，未公刊）

（６６０）
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中央農業実験所の業務概況 「実業部中央農業実験所近況」 周自在 有田福三

（『社会経済月報』４－６ ，民２６ ．６）

第 支那農村人口の構成とその消長 喬啓明「中国農村人口結構及其消 長野正夫 １３０ １６ ．１２ ．３０

一
年

長」（『東方雑誌』３２－１ ，民２４ ．１）

八口

万
支那に於ける農産品売買慣習論 儒和法「論中国農産売買」（『国際 紺野敏治

貿易導報』８－１ ，民２５ ．１）

嘉興の米業調査 「嘉興米業之調査」（『断江建設』 藤田貞雄 有田福三

！０－２ ，漸：江省建設庁，民２６ ．１）

支那に於ける煙草の生産と貿易 呉兆名 ・路邨人「中国煙草的生産 岩田弥太

及其貿易」（『国際貿易導報』９一 郎

６， 民２６ ．６）

二年来の苛損雑税排除の統計 中央統計処「二年来廃除苛雑之統 山平景生

計」（『社会経済月報』３－９ ，民
２５ ．９）

第 世界重要茶市場の解剖 余知勇による全経委調査，未公刊 ， 長野正夫 天野元之助 １６２ １７ ．０２ ．１０

一年 民２５か？

； 支那の糧食自給策 修志仲「我国糧食自給策」（『経済 部外委嘱 熊谷康（満鉄上
万

評論』３－２ ，漢口，民２５ ．２） 海事務所）

支那の糧米自給策に就いて 曹裕民「稲麦改進与均輸」（『民族 部外委嘱 伊藤文十郎

雑誌』３－１２，民２４ ．１２）

支那麺粉業論 張白衣「中国麺粉業論」（『経済評 部外委嘱 熊谷康

論」３－５ ，民２５ ．５）

四川省奥地の桐油市場概況 兵「四川内地桐油市場概述」（『四 周自在

川経済月刊』７－５ ・６ ，民２６ ．６）

箏 中国経済建設に関する諸法案 中国国民党第五届中央執行委員会 長野正夫

一
１１６ １７ ．０２ ．２８

一年 第二次全体会議（民２６ ．４）決議

一一口

国民経済建設運動を論ず 陳正言莫論文（『経済学季刊』８－１
， 藤田貞雄 長野正夫

万
民２６ ．５，中国経済学杜）

国民経済建設運動の意義 萢奔公論文（『経済評論』２－４ ， 部外委嘱 紺野敏治

民２４ ．４）

最近十年問の交通建設事業 「十年来之交通事業」（『社会経済 小山秋平 大塚令三

月報』４－４ ，上海，民２６ ．４）

支那地方財政整理報告 孔祥煕「三年来整理地方財政報告」 山平景生

（『社会経済月報』４－９ ，民２６ ．９）

支那の肥料自給問題 劉子「中国之肥料自給問題」（『中 部外委嘱 熊谷康

国実業』２－２ ，南京，民２５ ．２ ．１５）

第］

支那に於ける塩税の積弊と改革方 任樹椿論文（『社会経済月報」３ 山平景生

’
１２０ １７ ．０３ ．２０

一年 案 一５ ，民２５
．５）

一一一口

塩政の積弊改革と新塩法の実施 余醒民「従実行新塩政法談到塩積 部外委嘱 紺野敏治
万

弊及其改革」（『経済評論』２－４
，

民２４ ．４）

塩務整理の基本問題 朱庭棋ｒ整理塩務之基本問題」 部外委嘱 長野正夫

（『塩務雑誌』６１，北平，民２４ ．８）

支那工業発展遷延の原因 曹鐘琉ｒ中国工業発展遅緩之薇結」 部外委嘱 長野正夫

（『経済評論』３－８ ，民２５ ．８）

支那民族丁業の没落 呉兆名「中国民族工業之没落」 紺野敏治
一（『中国建設』１３－４ ，南京中国

建設協会，民２５ ．４）

支那石油工業の発展計画 陸貫一「発展中国石油工業之計画」 部外委嘱 有田福三

（『中国建設』９－４ ，民２３ ．４）

（６６１）
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筆 江西省経済とその復興を論ず 方顕廷「論江西経済及其復興」 周自在 紺野敏治 １６０ １７ ．０３ ．３０

一年 （『中山文化教育館季刊』３－３
，

四口

南京，民２５秋）

万
華商紗廠聯合会民国二十六年度年 「華商聯合会年会報告書」（『社会 部外委嘱 有田福三

会報告書 経済月報』４－５ ，上海，民２６ ．５）

休業紡績工場救済計画草案 国府棉統委技術股の民２４年におけ 周自在 鈴木重蔵（満鉄

る会議記録 上海事務所）

武漢の紡織業 李建昌「武漢紗布之製造与運錨」 長野正夫

一（『実業統計』３－４ ，民２４ ．８）

農村合作社資金の検討 白突論文（『経済旬刊』５－４
， 部外委嘱 長野正夫

南昌，民２４ ．８）

支那畜産業の概観 焦龍華「我国畜産概観」（『断江省 部外委嘱 紺野敏治 ・沼田

建設月刊』８－９ ，民２４ ．３） 宏（興亜院華中

連絡部）が術語

を教示

第一

支那農村工業化問題の検討 陳志遠論文（『経済評論』２－２
， 部外委嘱 紺野敏治 １１２ １７ ．０３ ．３１

年 民２４ ．２）

五目

万
支那工業諸問題の検討 孫潔人「中国工業諸問題之研討」 周自在 有田福三

（『経済学季刊』６－４ ，中国経

済学社，民２５ ．１）

漢口貿易の研究 中国経済評論社編輯部の論文（『経 部外委嘱 紺野敏治

済評論』２－１ ，民２４ ．１）

支那漁業経済の現況 湯恰論文（『経済評論』２－３ ， 部外委嘱 紺野敏治
民２４ ．３）

支那農村階級の研究 剣南論文（『経済評論』２－３ ， 部外委嘱 紺野敏治
民２４ ．３）

支那牧畜問題 劉行駿『中国牧畜問題』（国府実 周自在 沼田宏（興亜院

業部中央種畜場研究叢書，民 華中連絡部）が
２４ ．１１） 術語を教示

河南省硫黄砿調査報告 言軍錫晴 ・播鐘祥『全国硫黄砿調査 部外委嘱 小山秋平

簡報河南与察吟爾之部』（国府軍

事委員会資源委員会参考資料第十
号， ？年）の，河南部分の訳

（出典）『編訳簡報』に収録された各論文の，凡例部分を参照にしながら作成 。

各所から公開 ・非公開で刊行された「情報」が，精力的に和訳されていたと判明する 。

　第三に，表７にまとめた『編訳簡報』という雑誌をあげておく 。昭和１６（１９４１）年６月以降に

発行された刊行物であるため，問題関心が次第に「奥地」や「南支」へと移行していくありさま

が， ここからも読み取れよう 。

　翻訳作業を通じて日本側に提供した「情報」の，内容や地域別 ・産業別の詳細な分析は，後日

の課題とする。さしあたり表６ ・表７から，「接収」しなければ恐らくは入手困難であったと思

われる書籍群の「情報」が，猛烈な勢いで自家薬篭中のものとなったことが判明するだろう 。し

かし同時に，和訳に際して満鉄などから出向した人員が活躍したこと ，あるいはより直接的に翻

訳・ 校閲をこれら機関に委託した場合が多いという事実も ，指摘しておかなければならない。整

備委員会が持った「情報」収集 ・紹介における力量は，結局は民間側によって付与されていたと
　　　　　　　　　　７０）
考えるべきであろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６６２）
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　そして，この翻訳「情報」は，即座に日本国内に伝達された。こんにち各大学 ・研究機関に所

蔵される史料を用いて，その状況を簡単に概観したい 。

　入庫調査を実施した結果，東只帝大 ・京都帝大 ・九州帝大などを継承した東大 ・京大 ・九州大

学図書館（総合図書館や経済学部図書館）において，『編訳彙報』の第８８編以前はほぼ完全な形で保

管されている。同様に，大分高等商業学校 ・山口高等商業学校 ・長崎高等商業学校 ・彦根高等商

業学校の後進である大分大学経済学部 ・山口大学経済学部 ・長崎大学経済学部 ・滋賀大学経済学

部の附属研究機関においては，数種が脱落していることもあるが，概ね全て揃っている 。

　しかしながら，旧制高等商業学校を継承する各大学にこのシリースが保管されているわけでも

ない。例えぱ，横浜国立大学経済学部 ・福島大学経済学部 ・富山大学経済学部なとの場合，入庫

乃至目録調査の結果，殆ど所蔵されていないことが判明した 。

　私立大学もこの状況に近く ，旧制以来の早稲田大学の場合，全巻が完備しているのに対して ，

同じく旧制からの伝統を有する立命館大学では，このシリーズが数冊しか所蔵されていないので

ある。しかも立命館の場合，みな戦後に受入れられた蔵書であり ，整備事務所から寄贈された形

跡はない 。

　『編訳彙報』は，取扱秘などの指定はされてはいないが何れも非売品で，上記のコレクション

が完備した大学においては，次の事が共通して発見される。¢何れも整備事務所から直接の寄贈

であること ，　図書館受入の年月日を調査した結果，何れの学校も発行後ほどなくして届けられ

ていること 。

　また，横浜市立大学学術情報センターにも ，ほぼ全冊が所蔵されている。しかしこれは，旧

Ｙ専に受け入れられたコレクションではなく ，土屋計左右（戦前は中国研究に従事し，戦後には第一

ホテル会長などを歴任）の個人蔵書が，没後の昭和５１（１９７６）年８月２７日に一括寄贈されたもので

あったと判明した。個人に対しても ，整備事務所は情報提供の門を閉ざしていなかった証左であ

る。

　以上の状況から類推するに，整備事務所は恐らく独自の基準 ・ランクを設定し（あるいは指導

官庁である興亜院からの指示を受け），「情報」を積極的に伝達したいと判断した機関 ・個人に対し

ては，『編訳彙報』を寄贈乃至頒布していたのであろう 。旧制高等商業学校の場合，西日本に偏

重している状況など，これを示唆する材料となる 。また大分高商や早大の場合は，蔵書印を調べ

ると大半が発行後１ヵ 月以内に寄贈 ・受入手続きを済ませており ，編訳部の「最新の成果」をい

ちはやく選定された対象に伝達しようとしていた姿勢が，明確に看取されるのであった 。

　かかる戦前期「中国情報」の集積過程については，いずれ他の事例ともあわせて，稿を改めて

再論したいと思う 。

第４章　書籍群の返還と整備委員会の解散

　Ｉ　資料の返還問題について

　図書整理部員が黙々と作業を継続し，編訳部では喫驚すべき速度で翻訳を通じた「情報」収集
　　　　　　　　　７１）
が進められている期間，日中関係はふたたび大きな転機を迎えていた。第三次近衛声明前後から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６６３）
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継続的に進められた江兆銘工作が，ついに効を奏したのである 。既に民国２７（１９３８）年３月末に
，

梁鴻志を行政院長とする親日的な「維新政府」が南只に成立していたものの，既述の通りそうし

た「新興政権」は「正式ナ承認ノ時期二達シテ」はおらず，その後も「飯店政府」の域を脱する

ことはなかった。したがって，北平でやはりｒ城内政府」と椰楡された王克敏を首班とするｒ臨
　　　　　　　　　　　　　　　　７２）
時政府」との統一などは論外であり ，日本はより支持基盤の強い人物をもって，広範なｒ点と

線」からなる占領地を統括する必要に迫られていたのであった
。

　詳述は避けるが，第三次近衛声明直前に対日和平をめぐって蒋介石と挟を分かち，民国２７

（１９３８）年１２月１８日に重慶を脱出した江兆銘，及びその腹心ｒ低調倶楽部」の成員と ，時にｒ維

新政府」及び「臨時政府」も交えた日本側との，ハノイ ・東足 ・天津 ・上海 ・南足などにおける
　　　　　　　　７３）
交渉が漸くまとまり ，日本政府からの苛酷な要求を盛り込んだ「日華新関係調整要綱」が，昭和

１４（１９３９）年１２月３０日に成立した。翌民国２９（１９４０）年１月６日には，高宗武 ・陶希聖がこの和

平会議に失望して上海を脱出，香港でｒ和平」内容の俺偲性を暴露するが，同年３月３０日に江兆

銘を首班とするｒ中華民国国民政府」は，南只へのｒ遷都」を決行したのである。日本政府は以
来， 江政権と交渉を重ね，ｒ善隣友好」の立場から同政権を承認するとともに，駐兵権 ・艦船航

行権 ・諸施設使用権 ・資源の開発利用権 ・日本人顧問や職員の採用などを認めた付属議定書や秘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７４）密協定を合わせ持つｒ日華基本条約」を，昭和１５（１９４０）年１１月３０日に調印するに至った 。

　ここに，極めて奇妙な情勢が誕生したのである。重慶の国民政府は，自動的に否認された事に

よって，論理的には，宣戦布告に基づいた戦争や和平交渉が不可能な対象へと転化してしまった
。

一方，新たに樹立した南只のｒ正統」なｒ中央政府」との間において，日中問のｒ正常な外父関

係」が回復して「和平」が達成されたという ，架空の現実が到来したのであった。そしてこれは ，

実質的な戦争を継続していた「国民政麻を対手とせず」という姿勢を，本質的に崩さなかった日

本政府が辿り着くことが可能な，唯一のｒ和平」でもあった 。

　本稿において概観してきた書籍群も ，かかる読弁的両「国」関係の中で，その最終的な落ち着

き先を見いだすことができたといえる 。

　民国２９（１９４０）年１０月 ，南只国民政府（江政権）行政院宣伝部長 ・林柏生は，次の書面を日本の

学者 ・文芸家に送った 。

　　　　当方に於きましても国内和平両国親善のために日夜努力を続けてをりますが，これには

　　言ふまでもなく全面的な適進が必要されます。その一つの具現として中日文化交流の為の両

　　国図書の交換を希望申上げる次第であります。当方より貴国各書璋に発註蒐集すればよいの

　　でありますが，目下多事多端多難の時代でありますので，貴下の御援助を仰ぐ次第でありま
　　７５）

　　す 。

　両「国」間に存在するのは，原則的に「親善」だけなのである。そして，翌昭和１６（１９４１）年

３月２７日，従来は整備委員会の手によって「保全」されていた図書 ・標本 ・文化財などは，「国

府遷都一年をむかへるよき時期に際して，日華新協定の精神に則り ，国民政府にその管理権を委

譲するに決し，世界戦史にかつてなかった誇るべき企てはひとまづ一段落を告げることとなっ
７６）

た」。 これとともに発表された共同声明では，具体的な返還対象に，次に列挙するものを明記し

た。

　¢南足革命記念堂，　南只明孝陵，　南尽紫金山天文台，＠南只北極閣旧気象台および地震計 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６６４）
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　南只旧実業部地質調査所の建物，＠杭州旧断江省立西湖博物館の建物，¢杭州旧析江省立図書

館孤山分館の建物，＠南足杭州およぴ上海において保管中の図書 ・雑誌その他の出版物，　南只

において保管中の旧国民政府公文書および記録，＠南只およぴ杭州において保管中の学術標本類 ，

　　　　　　　　　　　　７７）
◎南只において保管中の故物 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７８）
　かかる出来事は，「美談」として図書館界をはじめ盛んに宣伝されたが，整理事業に参加した

当事者から，「返還図書ノ活用ハ先ズ図書ノ全的活用ノ基底ヲ形作ル技術者トシテ及ビ活用スル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７９）
モノ自体トシテノ両国圏人ノ参画一提携 ・合作等　ヲ無視シテハ何事モ為シ得ナイ」という ，あ

る種の危機感が表明されていた事は，銘記されるべきであろう 。

　南足国民政府（江政権）は，返還物の受皿として外交部長 ・徐良を委員長とする「文物保管委
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８０）
員会」を組織し，博物 ・図書 ・天文気象なとの専門委員会を新設した。日本側からは南尺大使館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８１）
の日高信六郎公使，及ぴ興亜院華中連絡部の伊東隆治文化局長がその顧問に就任する。続く７月

には，華北にける軍管理の図書類３０万冊が，ｒ一部軍において利用するものを除き」華北政務委
　　　　　　　　　　　　　８２）
員会に返却されることが決定し，「日華新関係」の到来を声局にうたった 。

　しかし，当事者 ・観察者たちの主観的な気持ちや思い入れはどうであれ，これは「美談」であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８３）
るとか「功績」といった次元の問題ではない。全くもって則記「日華基本条約」の賜物である 。

同一時期に，華中の軍管理工場返還にさらに数工場が追加され，また海軍が占領していた慶門に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８４）
おいても ，旧国民政府財産が市政府に委譲された 。

　そしてより根源的には，昭和１２（１９３７）年に始まる日中間の武力紛争を，「戦争」ではなく

「事変」と位置付けざるを得なかった軍部 ・日本政府側の，国力不足に起因した暖味な対応の中

に， 実は皮肉にも書籍群を含む大量の文化資産を返還した原因が伏線として存在しているのでは

ないか。この点については結論部分で述べることとしたい 。

　皿　中支建設資料整備事務所の解散

　事態がこのように転換した時，整備委員会そのものの存在理由も ，また同時に消失していく 。

具体的史料は未見であるために，この間の活動に関しては推測の域を脱しないが，表６や表７を

通じて翻訳 ・出版状況だけを鳥敵しても ，以前とほとんど変わらぬ高速度を持続している 。

　しかし，『編訳彙報』の奥付を注意深く観察すると ，そこには動揺らしきものが発見されるだ

ろう 。発行者たる「中支建設資料整備事務所編訳部」の所在が，数次にわたって移転しているの

である 。

　すなわち，昭和１６（１９４１）年３月３１日発行の第６４編までは南只（より厳密には，昭和１５年１月８日

発行の第１編から昭和１５年７月１０日発行の第２３編までは南京難鳴寺路，昭和１５年７月１０日発行の第２４編から

昭和１６年３月３１日発行の第６４編までは南京成賢路）で発行されていた。これがあたかも「返還」発表

を契機とするが如く ，突如南足を離れるのだ。移転の予告も ，第６０編から第６４編（いずれも昭和

１６年３月３１日発行）の奥付左横に「当所は来る四月以降・一・移転の予定」と ，直前になっ てようや

く発表された 。

　そして，昭和１６（１９４１）年５月２５日の第６５編，また６月１５日の第６６編の２冊のみ，発行者「中

支建設資料整備事務所」（この号から発行者に「編訳部」の３字が落ちる）の所在地は，上海天渡路新

亜ホテル六階と記される 。さらにそれ以降に発行された６月２５日の第６７編から ，「事務所」は上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６６５）
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図３　整備事務所の解散通知
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（出典）『編訳簡報』第２年第３号表紙裏に挟み込まれていたもの。原物は黄色い用紙に印刷されている。大
　　分大学経済学部経済研究所所蔵本より

海間北横濱路に転じ，これが昭和１７（１９４２）年３月３１日発行の第８８編まで継続する
。

　この事実は，「返還」という出来事が，整備事務所にとっ ても余りに唐突なものであった事を

暗示するひとつの素材となるだろう 。つまり ，南只国民政府（江政権）の首都である南只を，資

料「返還」が持つ外交的な意味を承知して離れては見たものの，行くあてはない。昭和１５

（１９４０）年４月から上海市中心区塩業新村に設置された上海出張所も ，主に印刷 ・発送と校正の

ための連絡を業務としていたので，長期安住には適さなかったと思われる。結局は「安全」でか

つ古巣（とりわけ，満鉄 ・同文書院 ・白然科学研究所の関係者にとっては）の上海租界に舞い戻ったが ，

日本勢力が実効支配していた蘇州河（呉松江）以北においてすら，落ち着き先はすぐには定まら

なかった。止むなくホテルに仮ずまいし，３ヵ 月近く経った時点で，やっと虹口地区新公園にほ

ど近い横濱路に事務所を再興することが可能になったと ，読み取れるのではなかろうか 。

　さらに，昭和１７（１９４２）年３月２０日発行に係る『編訳簡報』第２年第３号の表紙裏（大分大学経

済学部経済研究所所蔵）に，図３に示す「解散通知」が挟み込まれていた。先に見た「返還」から

は， 既に１年の歳月が流れ去っている。その時点に至り ，「接収物件文物資料の整備業務の　段

落」（２～３行目）がみられたということは，逆に表現すれば，３月以前の段階において「接収物

件文物資料」は，整備事務所によっても取り扱われていたことを，暗に示唆しているのだ 。

　中支建設資料整備委員会を継承する組織として設置された，南足国民政府（江政権）行政院文

物保管委員会による民国３１（１９４２）年６月末の記録に，次の内容が紹介されている。すなわち ，

民国３０（１９４１）年３月末に「返還」が決まった文化財は，双方の外交当局交渉の結果，同年５月

に「返還」された。しかし文物保管委員会においては，「新建設ノ基礎的資料ノ保存整備ノタメ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６６６）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８５）
貴国側派遣員二十一氏及中国側職員数十名一心協カノ下二目下業務遂行中」というのである 。

　「返還」してもなお，「情報」を日本は手放さなか った。２！名の日本側人員は，あいかわらず

「中国」側機関で仕事を継続させている。中支建設資料整備委員会と同事務所は，予定の任務を

完遂した上で，ようやく解散されたという仮説を，ここでは提起しておくにとどめたい 。

　その後『編訳彙報』発行の業務も ，図３で確認される「興亜院華中連絡部政務調査室」（第８９

編～第９１編），さらに昭和１７（１９４２）年１１月に大東亜省が成立した後は，「在上海大日本帝国大使館

事務所」（第９２編～第１００編）によっ て受け継がれ，昭和１９（１９４４）年４月には，第１００編の刊行に

まで達したという 。同じく『編訳簡報』も ，昭和１７（１９４２）年９月発行の第２年第６号が興亜院

華中連絡部，昭和１８（１９４３）年３月の第３巻第１号と同年１２月の第３巻第２号が在上海大日本帝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８６）
国大使館事務所の手によって発行されていた 。

第５章　小結　　「戦争」のなかの書籍群

　そろそろ結論を急ごう 。昭和１６（１９４１）年１２月８日 ，日本は遂に主権者たる天皇の詔書を以て ，

米国 ・英国に対して宣戦を布告，開戦するに至った。直後の１２月１２日 ，情報局は今次の対英米戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８７）
は「支那事変」をふくめて「大東亜戦争」と呼ぶ旨の声明を発表し，ここに漸く論理的な「戦

争」状態が成↓したのである 。

　本稿で扱ってきた書物の問題について見ると ，ｒ開戦」に先立つ仏印作戦の過程において，約
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８８）
６，ＯＯＯ冊に及ぶアメリカからの援蒋物資たる理系図書を押収した事例などが報告されているが ，

「戦争」勃発とともに，日本軍はこれまで手を付けることが不可能であった中国国内の特殊地域 ，

すなわち上海公共租界や香港などにも進駐 ・占領した 。

　前出の鄭振鐸が，租界に避難した国立蟹南大学においてｒ最後の授業」を終え，報復を恐れて

自らの「抗日」的な蔵書を焼き払ったのも ，まさにこの時期である。租界内の愛書家たちは，日

本軍による保甲制度を利用した個人を対象とした通知によって，あるいは書店 ・図書館に対する

「家捜し」によって，抗日的書籍 ・雑誌 ・新聞類の摘発 ・没収，さらには所持者処罰の危機にま
　　　　　８９）
でさらされた 。

　ここに，事態は以前とは一変した。日本にとってｒ今や上海租界も完全に日本の治下にあり ，

したがつて…… 文化財を如何に利用発達せしむべきかは我々の責任」であるという状況が到来し

たのであった。「大東亜戦争」開戦後は，前述の個人 ・書店 ・図書館の「抗日」文献のみならず ，

例えばｒロイヤル ・アジアテイック ・ソサイェテイ」支部図書館（博物院路）は建物ごと日本軍

に接収され，「一切の定期刊行物が東只の国立民族研究所へ移され閉鎖」された。また，華僑が

私財を投じて開設した「鴻英図書館」では，近代史関係の文献 ・雑誌 ・新聞切抜を「系統的によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９０）
く整理保存」していたが，「惜しいかな大東亜戦後殆どその大部分が散侠してしまった」。

　つまり ，ｒ戦争」状況が到来し，英 ・米は一朝に交戦国へと転じ，その資産はｒ敵産」となっ

た。 日本はそれらを「合法的」に接収し，図書もまた例外ではなかったのだ 。

　上海において，もともと英国に属する図書６７ ，８９０冊，雑誌３４ ，６６６冊，地図 ・新聞 ・写真８５５種 ，

書類１ ，２０７束（乃至は箱），米国のそれは図書１０ ，３１５冊，雑誌１ ，３５８冊，地図 ・新聞 ・写真３３種，文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６６７）
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書類３４６束が押収されたという 。そして，昭和１７（１９４２）年１１月中旬，ｒ租界で接収した図書を全

部」，先のロイヤル ・アジアテイック ・ソサイェティに集中させ，在上海大日本帝国大使館事務

所の後援を受け「興亜華中資料調査所」が成立した。接収図書は１０万冊，あるいは「図書１５８万

７，４２８」冊，「雑誌５万６，９１９」冊とも報告されるが，この量的な（そしてここまで相違すると質的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９１）
な）相違をめぐる詳細な検討は，ひとまず割愛したい 。

　以上を要するに，「支那事変」期における日本側の行為とこれを比較すると，明らかな相違が

確認される。すなわち，「大東亜戦争」下においては，論理的に「戦争」状態に在ったがゆえ ，

接収した「敵産」たる書籍群の持出しや利用 ・処分などは，全くもって自由に進めることが可能

であった。一方，ｒ支那事変」時期においては，既述の通り ，そもそも宣戦布告がなされず，よ

って法的に中国人は敵国人の扱いを受けず，その資産 ・財産を「敵産」と見傲すことは不可能で

あった。より現実的に「事変」期の状況を振り返れば，「敵性」を付与するか否かは日本側の意

のままであっただろう 。しかし「正統」な「中央政府」たる南尽国民政府（江政権）が成立し
，

これを日本政府が承認した後は，その支配地域である「和平区」内における随意な行動は，少な

くとも法的 ・建前上は制限されたのではなかろうか 。

　また，次の点はぜひとも指摘しておきたい。近年の中華人民共和国で発表される論考において

強調される事柄，すなわち「南只への道」において収奪された図書類が，日本国内における「東

亜研究所」，「東洋文化研究所」，「東亜経済研究所」，「東亜風土病研究所」，「大東亜図書館」，「民

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９２）
族研究所」などの設置に転用されたとする短絡的な分析は，すみやかに放棄 ・是正されなければ

ならないだろう 。無論この見解は，整備委員会が直接関与した江南地方での事例に限定されるも

のであり ，ことなる時期 ・地域も含む全体的な見通しを提出するまでには，なお多くの事例研究

の蓄積が必要であることは，いうまでもない 。

　そして，中支建設資料整備委員会と同事務所がその成立後に進めた作業は，これまで概観して

きた通り ，基本的には比較的地味で目立たぬ内容を主としており ，これがｒスパイ」組織による

活動であるといった論断を焦ってはならない。この点をめぐって，そもそも「接収」活動の由来

に派遣軍特務部が深く関与していたことは事実である。しかし，陸軍用語における「特務部」と

は， 軍政を避け現地政権を育成して行くための，現地部隊に所属する現地政務指導機関である 。

そして，経済 ・産業 ・交通など「軍作戦後方地域における各般の政務事項に関し，中国側諸機関

を統制指導，諸般の工作を実施する」ことが任務とされた。「特務部」は，各地に配置した「特

務機関」，つまり防諜 ・謀略を主とする機関を指揮したが，前者はより広範囲の職務を担当して
　　　　　　９３）
いたのであ った。したがって，「特務部＞特務機関→諜報機関」といった職掌に関する不等式を

理解せずにこの問題に取り組むこと自体が，短絡的認識の根底に存在していると考える 。

　これと関連して，言葉の問題としても ，日本語のｒ特務」と中国語のｒ特務」には若干の，だ

が重大な相違が存在する。昭和１０年代後半の辞典は「特務」という単語に対して，「特務機関」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９４）
や「特務艦」などの用例をもちいながら，上記不等式のような幅広い概念を持たせている。これ

に対して中国語の場合，民国期の語彙を多く収録する事で知られる辞書には，「特務」はすなわ
　　　　　　　　９５）
ち「スパイ」とある。かかる語義の微妙なずれも ，こんにちに至るまで日中間に根強く残存する ，

大小さまざまな「誤解」と「行き違い」のひとつの原因かも知れない 。

　しかし何れにせよ，整備委員会が「翻訳」を通じて旧来入手し得なかった膨大な「情報」を ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６６８）
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接収文献経由で日本にもたらせたことは明らかである。またその対象が，日本が占領したばかり

の地域や重慶政府支配地域に重なり ，しかも一次産品 ・鉱産物などに集中していたことから ，

「収奪」の予備的な調査という性格も ，確実に帯びていたはずだ。ゆえに，これを間接的な諜報

活動の一環に位置付けられなくもないだろう 。性急な結論提示の回避にこそ，一連の問題究明の

鍵が存在していると思われるのである 。

　筆者は今次の作業を通じて，中国側の歴史認識おける「八年抗戦」と日本側の「日中戦争」と

いう枠組みは，特にその段階性をめぐって，再吟味される必要があると考えるに至った。とりわ

け日本側が主体となって進めた各種事業 ・活動においては，８年という歳月の中で，時代背景は

激変している。よって本習作では「支那事変」乃至「大東亜戦争」という当時の呼称を敢えて暫

定的に使用したが，もとより他意はない。また学習不足 ・認識不十分に起因する事実誤認なども

数多く見られることだろう 。さらに，一次史料や中国側史料も ，ほとんど閲覧 ・検討されていな

い。 こうした点について，今後の研究課題に設定するとともに，特に大方のご教示 ・ご叱正を仰

ぎたいと願う 。
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　　勤務を経て渡米し，機械文具製作販売の調査の傍ら各地の図書館を視察。１９２１年より大阪で図書館用

　　品を扱う間宮商店を経営し，またそのこ青年図書館員聯盟書記長 ・社団法人日本図書館協会幹事を務
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　　「問宮不二雄大人と ，中国図書館人との交流」（『短期大学図書館研究』第４号，１９８３年）も参照され

　　たい 。

１１）問宮不二雄「上海二於イテ視察シタ中国囹」（３終）（『図書館研究』第１０巻第３号，１９３７年７月）

　　３６３頁
。

１２）「市社会局調査統計渥教育文化機関損害数額之説明」（『大公報』，上海，１９３７年１０月１７日）。

１３）西村捨也「上海二於ケル圏ノ現況」（『図書館研究』第１３巻第４号，１９４０年１０月）４３３頁。なお，西
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１４）鄭振鐸著（安藤彦太郎 ・斎藤秋男訳）『書物を焼くの記一日本占領下の上海知識人』（岩波書店
，

　　１９５４年）。 鄭振鐸は著名な蔵書家で，抗日戦争勃発以前には国立蟹南大学文学院長兼図書館長を勤め

　　ていた。第二次上海事変勃発後，同大学は戦場となった真茄鎮から「安全」な租界に避難したが ，

　　「大東亜戦争」を機に日本軍が租界へ進駐した際，再び「自由」を失うとともに「蔵書」も自らの手

　　で焼き捨てた 。

１５）　もり ・きよし「在渥八年　一切是空」（『図書館雑誌』第５９巻第８号，１９６５年）４７頁。また，森清の

　　戦時中の報告として，森生「上海タヨリ」（『図書館研究』第１３巻第３号，１９４０年７月 ，２９０頁）をあ

　　げておくが，ここでは当然かかる伝聞には触れられていない。なお，森清（１９０６～１９９０）は，前掲註
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　　な業績の生みの親として知られる。その経歴などは，さしあたり ，もり ・きよし「ＮＤＣと私一

　　ＮＤＣの経緯を中 ・し・に図書館人としての五十年の回想」（『同志社大学図書館学年報』第１７号，１９９１

　　年）を参照されたい 。

１６）この問題について，筆者は専門外なので詳細な論及は避けるが，例えば『図書館雑誌』第５９巻第８

　　号（１９６５年８月）に特集された「敗戦前後の図書館」などを読み進むと ，とりわけ旧植民地図書館に

　　おいて勤務し，戦後も国内の主要図書館へと復帰した人々の「塵古談」や「手柄話」的な発言には ，

　　やはり違和感を禁じ得ない 。

１７）「返還」運動の理論的背景や展開などは，さしあたり加藤祐三「学問と植民地支配にかんする覚え

　　書（ト近代日中関係史への序論」（『東洋文化研究所紀要』第５４冊，１９７１年），同「科学者の戦争責任
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　　「中国から『略奪』した研究資料の処理について」（『日中』第２巻第１２号，１９７２年），さねとうけいし

　　 ゅうｒ中国図書返還問題」（『図書館雑誌』第７４巻第８号，１９８０年）などを参照 。

１８）岡村敬二『遺された蔵書一満鉄図書館 ・海外日本図書館の歴史』（阿咋社，１９９４年）に収録された

　　論考は，１９９０年代初期からの本格的研究と評価できるだろう 。

１９）東條文規『図書館の近代一私論 ・図書館はこうして大きくなった』（ポット出版，１９９９年）の，特

　　に「第三章　植民地と図書館」など 。

２０）松本剛『略奪した文化一戦争と図書』（岩波書店，１９９３年）は，アジア全体に分析の目をめぐらせ

　　た労作 ・力作である 。註１８）にあげた岡村敬二の著書とともに，小稿の中でも ，多くを学び取らせて

　　いただいた。特に明記しておく 。

２１）この分野の研究史に関して，筆者は専門外の立場にあるため厳密な批評は不可能である。ここでは

　　上記註１８）から２０）の文献中で紹介された先行研究の他，安達将孝「第一 二次大戦中における日本

　　軍接収図書』（『図書館界』第３３巻第２号，１９８１年），また『ずぼん一図書館とメディアの本』３（ポ

　　 ット出版，１９９６年）の「特集 ・図書館人が植民地でやったこと」に収録された諸研究，すなわち東條

　　文規「植民地での全国図書館大会」，同「図書館人の戦争責任意識」，河田いこひ「植民地図書館の三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６７０）



　　　　　　　　　　　　　中支建設資料整備委員会とその周辺（金丸）　　　　　　　　　　　　１２３

　つのエピソード」，加藤一規「旧植民地図書館活動の研究をめぐって」，無記名「植民地図書館関係略

　年表」を通じて知り得た所が大きかった 。

２２）鈴木良「文化財の誕生」（『歴史評論』第５５５号，１９９６年），同「近代日本文化財問題研究の課題につ

　いて」（『歴史評論』第５７３号，１９９８年）は，単に書籍のみならず，美術品 ・皇室財産としての御物 ・

　発掘出土品など多岐に及ぶ問題について論及した連作である。鈴木は「文化財」の概念自体が，本来

　は中国語である「文物」という概念に代替するものとして，「日中全面戦争の開始，南兄方面の占領

　という事態のなかで，日本側図書館員，軍関係者によって使われはじめた」（前掲「文化財の誕生」

　９１頁）というたいへん興味深い仮説を提起した。しかし，乏しい管見においても ，この時期以前に

　「文化財」という用語の使用事例が複数確認され，より広範な史料 ・用例発掘と分析を通じた立論の

　展開が期待される 。

２３）神戸輝夫「日中戦争における文化侵略（１）」（『大分大学教育福祉科学部研究紀要』第２２巻第２号 ，

　２０００年）は，断江省南溝における個人蔵書の破壊と収奪の問題を中心に論じた，微視的事例から巨視

　的動向を照射せんとする論考である 。

　　周知の通り ，近年の中華人民共和国においては，所謂『新県志』の編集 ・出版が相次ぎ，これを近

　現代史研究に用いる方法についても ，具体的な提言がなされるようになった（例えば，高橋孝助「中

　国『地方志』を史料として卒業論文を書く」，歴史科学協議会編『卒業論文を書く一テーマ設定と史

　料の扱い方』山川出版杜，１９９７年，などを参照）。 また，曾ては「内部発行」文書で閲覧が困難であ

　った各地の『文史資料』類も ，相当な分量が公開されはじめている（その内容については，李永瑛主

　編『全国各級政協文史資料名録』中国文史出版社，北京，１９９１年。及び同『全国各級政協文史資料篇

　目索引』１～５ ，中国文史出版杜，北京，１９９２年，などによっ て知ることが可能である）。

　　かかる研究史的現状から，神戸がとる方法は，特に中国史研究者側からより積極的に採用されるべ

　きであろう 。

２４）農偉雄　関健文「日本侵華戦争対中国図書館事業的破壊」（『抗日戦争研究』，北京，１９９４年第３期）。

２５）趨健民「抗戦期間日本対中国文化財産的破壊和掠奪」（『布当案与史学』，上海，１９９７年第２期），及び

　同「略論『南京大屠殺』中的図書劫掠」（『中国現代史専題研究報告』第２０輯，新店，中華民国史料研

　究中心，１９９９年）。

２６）趨健民前掲「略論『南京大屠殺』中的図書劫掠」は，もともと１９９７年１２月１４日に，台北の国立政治

　大学文学院において開催された南京大虐殺に関する国際会議に提出された論文である 。筆者もこの会

　議に参加していたが，趨論文のみならず会場全体の雰囲気として，戦時期日本帝国主義による中国侵

　略史に対する強烈な批判に比して，戦後日本における所謂「良心的」な研究史に対する評価 ・扱い方

　が不当に低水準であ ったことを察知し，強く疑義を呈した。詳細は，水谷尚子 ・金丸裕一「台湾で開

　催された『南京大虐殺６０周年学術研討会』に参加して」（『季刊戦争責任研究』第２０号，１９９８年）を参

　照されたい 。

２７）王幸均「戦時日軍対中国文化的破壊」（『中央研究院近代史研究所集刊』第１４期，台北，１９８５年）。

　同論文は，一次史料を駆使した世界の研究史上でも先駆的業績であり ，この分野を研究するに際して

　第一に参考とすべき実証論文である。それに比してこれまで余り注目されて来なかった原因は，曾て

　台湾が置かれた複雑な環境に起因した政治的 ・非学問的事柄に所在すると考えられる 。不幸な連鎖反

　応は，このあたりで断ち切ろうではないか 。

２８）以上の記述は，王として次の文献を参考にした。里羽清隆『日中１５年戦争』＠，（教育杜，１９７８年 ，

　４０～７８頁），古屋哲夫『日中戦争』（岩波書店，１９８５年，１１０～１４８頁），臼井勝美『日中外交年表草稿

　（１９０５－１９４５）』（クレス出版，１９９８年，２３３～２４０頁）。

２９）「臨命第六百号」昭和十二年十一月七日（『現代史資料（９）日中戦争（二）』，みすず書房，１９６４年）２１５

　～２１６頁 。

３０）　「大陸命第八号」昭和十二年十二月一日（同上書）２１６頁 。

３１）「大陸指第九号」昭和十二年十二月一日（同上書）２１６～２１７頁 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６７１）



１２４　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４９巻 ・第５号）

３２）犬養健『揚子江は今も流れている』（中公文庫，１９８４年）４０頁
。

３３）阿部浩則掲「時局と図書館」７８頁。この原稿は，「南足陥落の則夜只城に於て」執筆されている
。

３４）松本喜一「時局と図書館の傾向一四月三日東京中央放送局より全国中継放送」（『図書館雑誌』第３３

　　年第５号，１９３８年５月）１０２頁 。

３５）『業務概況』（中支建設資料整備委員会，１９４１年３月）１頁。尚，この史料が刊行されたのは，同委

　　員会が接収物を中国側へ「返還」する直前の３月であり ，所謂「公式発表」的色彩が色濃い総括であ

　　る。しかしこれまでの所，他によるべき纏った史料が発掘できていないために，本稿においても止む

　　を得ず多用した。これ以外の史料としては，下記を列挙しておく 。

　　　¢大塚令三「南只に於ける接収文献の整理工作一占領地区文献接収委員会総報告書」（『満鉄資料彙

　　報』第３巻第１０号，１９３８年），　福島正夫「第一次北中支旅行日誌」（『福島正夫著作集』第７巻，勤

　　草書房，１９９３年），　伊藤武雄　岡崎嘉平太　松本重治『われらの生涯のなかの中国』（みすず書房
，

　　 １９８３年），＠波多野乾一「支那学者の徴用」（『東足朝日新聞』１９３８年１２月２０日），　「図書標本類接収

　　整理」（『第二回支那現勢要覧一昭和十五年版』，東亜同文会業務部，１９４０年）。

　　　 このうち＠の史料では，接収 ・整理作業が「維新政府」主導の下に進められたという史実程造がお

　　 こなわれている。江政権成立を意識した上での創作といえるだろう 。また，この行動の中で積極的な

　　役割を果したとされる上海自然科学研究所，及び同所の第二代長 ・新城新蔵（物理学者で元京都帝国

　　大学総長）については，小稿では全く論及しない。山根幸夫「上海自然科学研究所について　　対華

　　文化事業の一考察」（『東京女子大論集』第３０巻第１号，１９７９年），同「上海日本近代科学図書館につ

　　いて」（『史論』第３３号，１９８０年），佐伯修『上海自然科学研究所一科学者たちの日中戦争』（宝島社
，

　　 １９９５年），米井勝一郎「上海日本近代科学図書館史の一研究」（『図書館文化史研究』第１４号，１９９７年）

　　などを参照のこと 。

３６）以下の記述は，上記『業務概況』，及ぴ大佐二四五「占領地区に於ける図書文献の接収と其整理作

　　業に就て」（『書香』第１１０号，１９３８年１０月）による。大佐の報告は，もともと１９３８年９月２２日に，大

　　連中央放送局から「戦争と図書館」と題して「満洲」全土に放送された草稿であり ，その後同年１２月

　　 に発行された『図書館雑誌』第３２年第１２号にも転載された。なお大佐一四五は，当時すでに『洋書目

　　録法の理論と実際』（日本図書館協会，１９３７年）の大著を出版している
。

３７）『業務概況』８頁，及び大佐同上稿２頁 。

３８）　『業務概況』８～９頁。また，梅田 ・西村が構成員であった事は，「国府に文化施設を返還／図書の

　　散亡を防き／天文台も修理の上譲渡／南只特電廿七日発」（『東京朝日新聞』１９４１年３月２８日，金曜

　　日）にも確認される 。

３９）　『業務概況』９頁。また，大佐削掲稿２頁 。

４０）『業務概況』９～１０頁。また，大佐同上稿２頁 。

４１）　『業務概況』６～７頁
。

４２）小島友宇「上海時代の回想」，及び長沢武夫「上海 ・南京の思い出一日中和平工作のことども」

　　（『長江の流れと共に一上海満鉄回想録』上海満鉄回想録編集委員会，１９８０年）１０２頁，及び１５２頁
。

４３）長沢武夫は，１９０４年生れ。東尽帝大支那文学科卒業後，法政大学講師を経て１９３４年に満鉄入社。総

　　務部資料科 ・経済調査会を経て，１９３５年より上海事務所勤務であった（井村哲郎編『満鉄調査部一関

　　係者の証言』，アジア経済研究所，１９９６年，７６６頁）。 小島友宇については，その詳細な経歴は目下不

　　明であるが，後述する『編訳彙報』シリーズにおいてしばしば「満鉄南京支所 ・小島友子」と誤記さ

　　れる校閲者と同一人物であろう 。

４４）原田熊吉は，１８８８年生れ。丸亀中学，陸士 ・陸大を経て，１９２０年４月より参謀本部支那科，同年１１

　　月から１９２１年３月まで支那駐在。１９２７年１２月に支那公使館付武官補佐官，１９２９年４月に軍務局課員支

　　那班班長。その後１９３０年１２月から１９３１年８月の欧米出張を挟み，参謀本部仰付（南足駐在），１９３２年

　　 ２月から上海武官代理，同年８月から関東軍参謀第三課長なとを歴任。１９３７年８月には中国大使館付

　　武官，同年１０月より中支那方面軍特務部長となる。その後は，維新政府顧問，興亜院華中連絡部付な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６７２）



　　　　　　　　　　　　　中支建設資料整備委員会とその周辺（金丸）　　　　　　　　　　　　　１２５

　　ど，「支那通」軍人の一人と見傲し得る（秦郁彦編『日本陸海軍総合事典』東京大学出版会，１９９１年
，

　１１９頁）。 また「支那通」軍人については，戸部良一『日本陸軍と中国　　 ｒ支那通」にみる夢と蹉

　朕』（講談社，１９９９年）も参照されたい 。

４５）前掲『業務概況』１０～１１頁
。

４６）大佐則掲稿，２頁 。

４７）「『国民政府ヲ相手ニセズ』政府声明」昭和十三年一月十六日 ，及びその「補足的声明」昭和十六年

　一月十八日（前掲『日本外交年表拉王要文書』下，３８６～３８７頁）を参昭 。

４８）大塚令三前掲稿，１０～！１頁。及び「大佐，青木両氏南京へ出張」（『書香』第１０８号，１９３８年８月）

　　５頁 。

４９）大佐則掲稿，２～３頁 。

５０）前掲『業務概況』１２～１３頁。但し，大佐同上稿３頁では「整理員延人員１ ，０９８名，軍隊兵士延人員

　４２０名，苦力延人員１ ，９０２名」と ，幾分の相違がある 。

５１）大佐同上稿２～３頁 。

５２）「もう一つの南京 “大虐殺”／日本軍が８８万冊の中国の図書奪う」（『赤旗』日曜版，１９８６年８月１７

　　日）。 また，青木実『旅順　私の南京』（作文杜，１９８２年）２２～４６頁も参照 。

５３）大佐削掲稿，４頁 。

５４）前掲「大佐，青木両氏南京へ出張」５頁 。

５５）青木実「接収図書整理雑感」（『書香』第１１０号，１９３８年１０月）５～６頁に詳しい
。

５６）森生（森清）前掲「上海タヨリ」２９０頁 。

５７）青木実前掲「接収図書整理雑感」６頁 。

５８）『大阪毎日新聞』昭和１４年１１月９日の記事は，「支那民衆には無学文盲が多く文化程度が極めて低

　い」ゆえに大衆雑誌が発達しておらず，蒐集した「雑誌はほとんど全部学術雑誌」であり ，中国研究

　発展のための「重要資料として大きい意義を有する」と報道する 。

　　これに対して，中国にも８千万人の「読書人口」があり ，日本の「５千万人ト８千万人ト何レガ多

　量ナルカ。何レガ文化人多キカ」と反論し，比率による比較は「支那ノ正解ニワ禍アッテ益無キ」と

　警告する図書館人もいた（Ｘ．Ｙ．Ｚ．「支那ノ正解二努メヨ」，『図書館研究』第１２巻第４号，１９３９年１２

　月 ，５２５～５２６頁）。 以て至言である 。

５９）前掲『業務概況』１～２ ，１３，１７頁 。

６０）「国民政府と難ども拒否せざる旨の政府声明」昭和十三年十一月三日，及び「近衛声明」昭和十三

　年十二月二十二日（前掲『日本外交年表１拉王要文書』下，４０！頁及ひ４０７頁）。

６１）前掲『業務概況』１５～１６頁。また，「北支」を含む接収図書を概観した報告書に，榎一雄 ・市古宙

　三「支那に於ける文献の現存状態」（『東亜論叢』第２輯，東京文求堂，１９４０年）があり ，東洋史学者

　の立場からのコレクションに対する評価が述べられている 。

６２）上の引用は，瀦島善次郎「上海タヨリー戦後ノ上海圏概況」（『図書館研究』第１３巻第１号，１９４０年

　　１月）７４～７７頁
。

６３）西村捨也前掲「上海二於ケル圃ノ現況」４３９頁。かかる「文化戦」を意識してか，西村は租界以外

　にも ，西南各省（大後方） ・延安 ・香港など「抗戦の迷夢」の中に在る図書館の状況を，積極的に調

　査報告している（西村捨也「支那奥地に於ける図書館の動向」また同「支那奥地に於ける図書館の

　動向（続稿）」，『図書館雑誌』第３５年第１号及び『図書館雑誌』第３６年第１号，１９４１年１月及び１９４２

　年１月）。

６４）前掲『業務概況』２～４頁 。

６５）官員名簿たる『職員録』は，この期問では昭和１４年７月１日現在，昭和１５年２月１日現在，昭和１５

　年８月１５日現在，昭和１６年８月１５日現在，昭和１７年７月１日現在，昭和１８年７月１日現在のものがあ

　り ，何れも国立国会図書館で閲覧が可能である 。

６６）前掲『業務概況』２９頁 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６７３）
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立命館経済学（第４９巻 ・第５号）

　大塚令三「南京に於ける接収文献の整理一主として編訳部業績の紹介」（『東亜問題』第２２号，１９４１

年）４１～５２頁
。

　前掲『業務概況』２９頁 。

　大佐則掲稿，４頁 。

　この点に関しては，指導官庁である興亜院も全く同様で，その調査活動は実質的に「民問側」によ

って進められていた。詳細は別稿に譲る 。

　ここで，翻訳の速度について簡単に検討してみたい。『編訳彙報』シリーズは，第１３編の『江蘇省

句容県人口農業調査報告』を除いて，基本的にＡ５サイズで１頁あたりの字数は不統一であるが ，

空白部分や図表などの折込を考えると ，おおむね５２字１８行組とみなして概数は把握できるだろう 。整

備事務所が刊行した全８８輯の総頁数は１０ ，１４２頁に達し，全体の分量は４００字詰原稿用紙にしておよそ

２３ ，７００枚に相当する。この作業が２７ヵ月の問で発表された訳であるから，１日当りの生産能力は，な

んと原稿用紙で２９枚に匹敵するのである 。

　同じく『編訳簡報』は，全てＡ５サイズで１頁あたり５２字１８行組であ った。１３冊合計すると１ ，６３３

頁の分量で，原稿用紙約３ ，８２０枚と同じである。刊行期問は１０ヵ月であり ，１日当りの生産力を算出

すると ，やはり１３枚弱という数値を記録する 。

　臨時政府が設置された「新雅飯店」というホテルの中にしか統治能力がないという皮肉から，こう

呼ばれていた。同じく「城内政府」とは，北平市内でしか影響力を持たぬこのへの椰楡である。中西

功『中国革命の嵐の中で』（青木書店，１９７４年）１５４～１５６頁，及び西里竜夫『革命の上海で一ある日

本人中国共産党員の記録』（日中出版，１９７７年）２１１～２１３頁を参照 。

　この交渉の経過については，さしあたり「五　江兆銘政権に関する件」（『現代史資料ｑ３日中戦争

（刮』みすず書房，１９６６年）に収録された諸史料を参照されたい 。

　以上の江兆銘工作をめぐる記述は，臼井勝美『新版　日中戦争』（中公新書，２０００年）１１７～１２３頁 ，

及ぴ戸部良一『ピース　フィーラー　　支那事変和平工作の群像』（論創社，１９９１年）２８０～３５１頁も

参照した 。

　「国民政府宣伝部の新蒐書工作」（『図書館雑誌』第３４年第１２号，１９４０年１２月）５４５頁 。

　「史蹟文物を移管／皇軍の美学，支那へ贈物」（『東只朝日新聞』１９４１年３月２８日）。

　「史蹟文物資料移管に関する共同声明」（同上）。

　例えば，「中支の文化諸施設を国民政府に移管」（『図書館雑誌』第３５年第４号，１９４１年４月）２９４～

２９５頁
。

　梯島善次郎「南京，上海，杭州二於ケル図書ノ蒐集ト整理一中支建設資料整備委員会保管図書ノ国

民政府へ返還マデ」（『図書館研究』第１４巻第４号，１９４１年４月）２３７頁 。

　註７８）に同じ 。

　搬島前掲「南京，上海，杭州二於ケル図書ノ蒐集ト整理」２３８頁。史料中には「伊藤文化局長」と

あるが，当時の華中連絡部の構成員において局長に就任し得るのは，高等官二等調査官であった「伊

東隆治」だけと判断し，修正した 。

　「『文化』華北に還る一軍管理の図書三十万冊」（『図書館雑誌』第３５年第８号，１９４１年８月）６２９頁 。

　例えば，前掲もり ・きよし「在渥八年　一切是空」は，一連の活動に対して「当時の在渥図書館人

の功績はきわめて大きい」と回顧総括している（３２２頁）。 また，もり ・きよし『司書５５年の思い出』

（もり ・きよし氏を偲ぶ会，１９９１年）も参照 。

　「軍管理工場廿工場返還」，また「度門 ・鼓浪喚島でも／旧国府財産を市政府へ」（何れも前掲『東

京朝日新聞』１９４１年３月２８日）。 なお，軍管理工場返還の全体的な状況については，高村直助『近代

日本綿業と中国』（東京大学出版会，１９８２年）２７０～２７３頁における民族紡の事例分析がきわめて示唆

的である。併せて参照されたい 。

　ｒ文物保管委員会は（南京）は呼びかける」（『図書館雑誌』第３６年第９号，１９４２年９月）６７３～６７４

頁。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６７４）
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　　　　　　　　　　　　中支建設資料整備委員会とその周辺（金丸）　　　　　　　　　　　　 １２７

　井村哲郎編『米国議会図書館所蔵戦前期アジア関係日本語逐次刊行物目録』（アジア経済研究所
，

１９９５年）８３～８４頁。『編訳彙報』は米国議会図書館に第１００編までがほぼ完全に保管されている。また ，

日本国内においてはこれまでの所，以下に記すものの所在を確認した。第９３編『津浦鉄道沿線炭砿調

査報告』（愛大），第９４編『新国民運動綜観』（愛大），第９５編『揚子江の航業』，第９８編『支那法系に

関する回顧』 ，第９９編『三民主義法律思想体系の探討』 ，第！００編『支那法体系の研究』。 この他，東京

大学東洋文化研究所に第８９～９１編まで，京都大学人文科学研究所東方部に第９０編が所蔵されているが
，

詳細は他日を期したい。『編訳簡報』については未調査である 。

　太田弘毅「『大東亜戦争』の呼称決定について」（『軍事史学』第１３巻第３号，１９７７年）１９～２３頁な

ど。

　「援蒋図書の利用」（『図書館雑誌』第３６年第７号，１９４２年７月）５３８頁，また「図書援蒋終焉」（『図

書館雑誌』第３６年第１０号，１９４２年！０月）７０８頁などを参照
。

　鄭振鐸前掲書，３４～６４頁 。

　幼方直吉「上海文化の遺産一主として外国系の図書館について」（『書香』第１５巻第４号，１９４３年４

月）３４～３８頁
。

　幼方同上稿，３５頁。また増田廉吉「中支那の散見」（『図書館雑誌』第３７年第６号，１９４３年６月）

３７２～３７３頁。莫大な数を挙げるのは増田である。なお，増田はこの報告記によれば，南京では文物保

管委員会図書館を見学し，次の蔵書数を指摘する 。

　華文単行本２４５ ，０００冊，欧文単行本３４ ，Ｏ００冊，華文雑誌１２０ ，ＯＯＯ冊，欧文雑誌４５ ，ＯＯＯ冊，日文雑誌

４００冊，新聞５ ，６２１部，漢籍４２０ ，ＯＯＯ冊，清朝実録４２０ ，ＯＯＯ冊，合計約８８０ ，３９９冊（３７８頁）。 これは，「返

還」図書の総数にほぼ等しい 。

　趨健民前掲「略論『南京大屠殺』中的図書劫掠」２４１頁 。

　秦郁彦編前掲『日本陸海軍総合事典』７２３頁 。

　金田一京助編『明解国語辞典』（三省堂，１９４３年）７５８頁 。

　熊野正平『熊野中国語大辞典』（三省堂，１９９０年）９３４頁。また，現代中国語ではより負のイメージ

が強まっ ているようでもあり ，権威ある辞書の中で「特務」には次の定義がなされる 。¢「特殊な任

務を担当するもの。たとえば特務員 ・特務連」，　「国内で敵の特務組織に参加したり ，あるいはそ

の発する任務を受けいれ，窃盗 ・密偵 ・情報提供 ・暗殺実行 ・破壌 ・煽動などの活動をおこなう分子 。

中国では反革命分子に属する……」（『辞海』下冊，上海辞書出版社，１９８９年，３７９３頁）。

　［附記１経済学部に赴任して以来，杉野囲明先生はやみくもに書籍を購人する私に対して，常に先輩とし

て， 時に学部長としての立場から叱口宅 ・激励して下さった。それに対するささやかな謝意を，この習作にこ

めておく 。

　また，小稿を執筆するための史料調査 ・蒐集の過程において，次に記す研究機関から受けた暖かい支援は ，

図書館機能不全の環境に在る小生にとって，本当に嬉しいものであった。断念しかけた構想や作業が，何度

となく救われたのである 。お世話になった関係各位に，衷心より感謝の意を表したい 。

　大分大学経済学部経済研究所 ・大分大学附属図書館 ・大分県立図書館 ・滋賀大学経済学部経済経営研究

所・ 長崎大学経済学部東南アジア研究所 ・山口大学経済学部東亜経済研究所 ・早稲田大学中央図書館 ・横浜

市立大学学術情報センター・ 愛知大学豊橋図書館 ・立命館大学国際平和ミュージアム 。

　なお，本稿は１９９９年度～２０００年度日中歴史センター支援事業「戦前期中国実態調査資料の研究一興亜院を

中心として」（研究代表 ：宇都宮大学国際学部 ・教授 ・内山雅生）による研究助成を受けた成果の一部であ

る。

（６７５）
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